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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

特記仕様2 .

1）

2）

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

特記事項は、○印の付いたものを適用する。

3）

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

工 事 名

Ⅰ . 工事概要

工事場所

工事内容

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

特記事項に記載の（　　）内表示番号は建築改修工事標準仕様書の当該図

又は当該表を示す。

特 記 仕 様 書 ( 1 )

ア ス ベ ス ト 含 有 建 材 除 去 工 事

松阪市立嬉野中学校校舎大規模改造工事

松阪市嬉野下之庄

共通仕様.1

Ⅱ . 建築工事仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて公共建築改修工事標準仕様書

（建築工事編）（平成３１年版）による。（以下「改修標準仕様書」という。

ただし、改修標準仕様書に記載のない事項は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編

）（平成３１年版）（以下「標準仕様書」という。）による。

※公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）

　１ 適用基準等

※その他一般共通事項

は、A02改修特記仕

様書による

通

共

般

一

項

事

工事概要

フロー

ＳＴＡＲＴ

施工計画書作成

書類の作成提出

作業者の健康診断

立入禁止の掲示

作業管理区域内の清掃

養生

足場・作業床の組立

負圧装置・ＳＺの設置

保護衣具の着用

飛散抑制材の吹付

アスベストの除去

エアモニタリング

残留アスベストの除去

除去アスベストの処理

除去アスベストの搬出

除去面飛散防止材吹付

清掃

目視調査

エアモニタリング

作業管理区域内の開放

足場解体・清掃派出

養生シート撤去

養生シート等廃棄物搬出

施工報告書作成

清掃

エアモニタリング

2

重要度

2

3

施工調査等

アスベスト

粉じん濃度

測定

施工に先がけ事前に（1）アスベスト仕様部位の確認（2）アスベスト層

の厚さ（3）施工範囲と工事管理区分の確認（4）更衣施設等の仮設計画

※　次の要件を満たす専門測定機関によりアスベスト粉じん濃度測定を

督員に提出すること。

行う。

（5）廃棄物などの搬出方法について調査検討を行い結果を図面により監

（1）都道府県労働基準局に登録されている作業環境測定機関又は、これ

と同等以上の技術を有する者

アスベスト粉じん濃度測定箇所は下記による。

処理作業中

処理作業前

測定時間
測定場所

処理作業室内

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

負圧・除じん装置の排出口

(処理作業室外の場合)

施工区画周辺又は敷地境界

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

処理作業室内

測定点数

2又は3点

2点

1点

2点

4方向各1点

1点

2点

(各処理作業室ごと)

空気の流れ

を確認

除じん装置

の性能確認

測定1

測定2

測定3

測定4

測定5

測定6

処理作業後

（隔離シート

撤去前)

（シート撤去後

1週間以降）

測定7

測定8

測定9

処理作業室内

調査対象室外部付近

2点

2点

･除じん装置の排出口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は､負圧

･除じん装置の性能確認を行うこと。

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ､負圧･除じん装置の排出口が施工区画周辺に設置されている場合

の測定点は2点となる。

超えるような場合は､監督職員と協議する。

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ内の空気の流れ(処理作業室内に空気が流れている)を､また負圧

1. 施工区画とは､処理作業室､ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ､廃棄物置場､資材置場を含む範囲で､
(注) 

2. 処理作業室の面積が50㎡以下の場合は2点､300㎡までは3点とする。300㎡を

3. 処理作業中にｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は、

1 基本事項

処理工事に当たっては、建築基準法、建築業法等を遵守する他、労働安

全衛生法や特定化学物質等障害予防規則、大気汚染防止法、又作業環境

測定法等を始めとする関係法令、関係条例及び労働省告示、通達等を遵

　アスベスト粉じんの飛散による大気汚染の防止を図るとともに、作業

者を始めとする工事関係者及び第三者の健康、安全を確保し、処理工事

後のアスベスト汚染を防止すること。また廃棄物の処理・運搬・及び処

分に当たっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し適切

守し処理作業に当たること。

に行うこと。

3

吹

付

ア

ス

ベ

ス

ト

処

理

事

工

備品等の設置6

7

9

8

構内既存の施設

構内既存の施設

監督職員事務所

の備品等

仮設便所

工事用水

工事用電力

(2.4.1)(b)

・ 椅子   ・ 書棚   ・ 黒板   ・ 製図板   ・ 掛け時計   ・ 温度計

・ ゴム長靴   ・ 雨カッパ   ・ 保護帽   ・ 懐中電灯

・ 加入電話の付属電話機(請負者が本電話機を設置する場合)

・ 衣類ロッカー   ・ 冷暖房機器   ・ 消火器   ・ 湯沸器   ・ 掃除具

構内既存の施設　・利用できる　・利用できない

・ 利用できる ( ※ 有償    ・ 無償 )    ・ 利用できない

・ 利用できる ( ※ 有償    ・ 無償 )    ・ 利用できない

・ 設置する

5 監督職員事務所 ・ 構内建物内の一部を使用する。

(2.4.1)

監督職員事務所の規模 (単位 : ㎡)

面積  ・ 10㎡程度  ・ 20㎡程度  ・ 35㎡程度  ・ 65㎡程度  ・ 100㎡程度

仮

事

設

工

(2.3.1)(表2.3.1)

(表2.2.2)

(2.3.1)

合板又は石こうボードの塗装    ・ 行う    ※ 行わない

・ A種    ・ B種    ※ C種

保管場所    ※ 構内既存施設内

養生方法

仮設間仕切り

養生

カーテン等の

既存ブラインド

等の運搬

材料、撤去材料
種別    ・ A種    ※ B種    ・ C種    ・ D種    ・ E種

(2.2.1)

(2.2.1)(表2.2.1)

外部足場の保護シート等による養生   ・ 適用する   ・ 適用しない

外部足場の種別    ※ A種    ・ B種    ・ C種

3

4

2

1

外部足場

処理作業後

5

6

7

8

1、工事概要

別の状況及び工法）

2、管理組織

物管理責任者等

9

版」による。

10

事

工

理

処

ト

ス

ベ

ス

ア

付

吹

3

4

アスベスト

の測定方法

粉じん濃度

名称

項目

計数機器

試料採取口の直径

（ホルダーの直径）

試料の吸引流量

試料の吸引時間

試料の透明化

計数条件

計数アスベスト

定量限界

50ｆ/Ｌ

0.5ｆ/Ｌ

0.3ｆ/Ｌ

直径3μｍ未満、長さ5μｍ以上、長さと直径比3：1以上

総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

アセトン-トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

5min

1Ｌ/min

25ｍｍ

位相差顕微鏡

測定3

測定1,2,4,6,7,8

測定5

47ｍｍ

10Ｌ/min

240min

120min

5Ｌ/min

官公署その

他への手続き等

安全衛生管理

施工計画書

作業管理者等

処理工法

施工業者

（4）サンプリング条件（ホルダー位置,吸引時間,吸引空気量）

（5）マウンティング方法（6）顕微鏡視野面積,計数視野数

（7）測定時（各測定場所毎）の天候,温度,外気の風速及び風向

専門測定機関は,共通仕様書に準ずる。

※　次の項目について記録した報告書を監督員に2部提出すること。

（1）測定結果（2）測定時間（3）測定位置（測定高さとともに図面に記載する）

「吹付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術」（民間開発建設技術の技術

審査・証明事業認定規定（昭和62年7月28日建設省告示第1451号））

の証明を有する,又は建築改修工事管理指針（平成14年版）9.1.2（ｂ）

（1）に示す要件を全て満たす事ができる技術を証明する資料を有すること

・　除去処理工事　　・封じ込め処理工事　・囲い込み工事

　除去及び封じ込め処理は,施工業者の仕様により,処理範囲は図面による。

吹付けアスベスト処理工事の管理を行う。

　特別化学物質等作業主任者の資格を有する者を作業管理者として選任し、

特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有する人を選任し、

特別管理産業廃棄物の搬出に伴う各種管理を行う。

着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込

んだ施工計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督員に提出し受諾

を受けること。

施工計画書に記載すべき事項は次の通りとする。

3、安全養生管理及び飛散防止対策

4、使用用具、機器類、材料及び調合

5、工事の流れ

6、仮設計画（足場・養生）

8、確認、検査方法

7、作業要領（作業計画図面を含む）

9、アスベスト廃棄物処理計画書

10、添付書類

（1）工事工程書（2）使用処理剤の説明（3）作業員名簿、健康診断書

11、その他必要事項

（1）工事名称　（2）工事場所　（3）工事期間　（4）工事内容（部位

（1）工事管理者（2）特定化学物質等作業主任者（3）特別管理産業廃棄

版」による。

11

検査及び12

後片付け

13

　除去したアスベスト等の保管、運搬及び処分は、「廃棄物の処理及び清

掃に関する法律（昭和45年法第137号）」の規定を遵守し行う。

　処理を委託する場合は、特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可、及び特

別管理産業廃棄物処分業の許可を受けている処理業者と特別管理産業廃棄

物処理に関する契約を結び処理委託契約書の写しを監督員に提出するとと

もに、廃棄物処分場の現地や処分状況の確認を行ない、その状況のわかる

写真を監督員に提出すること。

ため、再委託をおこなってはならない。

アスベスト及び汚染物の処理にあたり次の書類を提出する。

　また運搬について、積替え等の作業に伴う飛散の危険等を極力防止する

1　処理に先立ち提出

　（1）特別管理産業廃棄物処理計画書

　（2）特別管理産業廃棄物処理業許可書の写し

2　処理中（収集・運搬、処分）

　（1）特別管理産業廃棄物の運搬毎に

　「産業廃棄物管理票（マニフェスト）」

　を発行し適切に処理されたか確認する。工事完了後５年間保存すること

3　完了検査時等に提出

　（1）特別管理産業廃棄物管理票（マニフェスト）統括票

　（2）、（2）、（1）で発行した「産業廃棄物管理票（マニフェスト）」

　Ａ、Ｂ2、Ｄ、Ｅ票の写し

版」による。

（1）施工計画書（2）工事記録及び工事写真（3）産業廃棄物処理記録

（4）施工調査等記録（5）作業者の作業記録（6）その他必要事項

（2）特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書

（1）労働安全衛生法第88条４項に基づく計画届（所轄の労働基準監督署）

（3）特定粉じん排出等作業実施届出書（所轄の保健所）（ただし下記イ～

ハ全てが該当する場合のみ）

（イ：建築基準法第２条第九の二に規定する耐火建築物、又は同上第九の

（ロ：延べ面積が500ｍ以上）

2

三に規定する準耐火建築物）

（ハ：処理する吹付けアスベストの面積が50ｍ以上の場合）

2

注：（1）、（2）については、処理工法としての封じ込め処理工法の場合

は提出の必要がないが、作業時にアスベストを傷付けたり、剥落させると

届出の対象となるので、封じ込め処理工法における作業方法、施工手順に

ついては留意すること。

（イ：建築改修工事共通仕様書の封じ込め処理工事の場合、劣化の著しい

部分、下地との接着が不良な部分は、薬液等により充分に湿潤化してから

施工業者の仕様により除去することにしている。）

提出した（1）、（2）、（3）の写しを１部監督員に提出すること。

一般建築工事の手続きの他次の手続きを速やかに処理し、これら手続きに

関する諸費用は請負者負担とする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事共通仕様書　平成19年

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事共通仕様書　平成19年

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事共通仕様書　平成19年

産業廃棄物

及び汚染物

アスベスト

の処理

※施工計画書には工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物

処理契約書の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書

の写し、その他監督員の指示するものを添付すること。

提出書類

施工記録報告書を次により作成し、監督員に提出する。

※作業者の作業記録は、30年間保管すること。

養生14

壁　　　　　プラスチックシート　0.08ｍｍ以上　

床　　　　　プラスチックシート　0.15ｍｍ以上　二重貼

天井　　　　プラスチックシート　0.08ｍｍ以上　

調理教室及び調理教室準備室天井のアスベスト含有仕上吹付材除去

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

AS-01

（ 第 ２ 期 ）

２０２２．１

大気汚染防止法の改正による都道府県への届け出

大気汚染防止法の一部を改正に伴い、元請業者は事前調査結果を

都道府県等へ報告し、一定期間保存すること。
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既存建物７

6

0

0

0

ｸ

ﾛ

ｽ

ｹ

ﾞ

ｰ

ﾄ

調理教室

準備室

成形鋼板 H=2.0m

仮囲い

工事部分:

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上げ材除去

調理教室天井(139.59㎡)

工事部分:

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上げ材除去

調理教室準備室天井(33.75㎡)

調理教室

成形鋼板 H=2.0m

仮囲い

既存建物15

CB造ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

既存建物18

ゴミ置場

既存建物６

S造用具庫

給食配膳室

既存建物20

特別教室棟

特別教室棟

美術室棟

最高高さ：3.800ｍ

事

務

室

書

庫

ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん測定

☆：施工前測定ｹ所

▲：施工中測定ｹ所

◎：施工後測定ｹ所

☆

☆

☆

☆

☆

▲

▲

▲

▲

▲

除塵装置

▲

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ

▲

▲

◎

◎

◎

◎
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調理教室・調理準備室　既存平面詳細図
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発泡ｹｲ酸ｿｰﾀﾞ吹付(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

発泡ｹｲ酸ｿｰﾀﾞ吹付(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

天井面:飛散抑制剤吹付け

アスベスト剥離

封込剤塗布

床面:ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄ0.15mm 2重貼

アスベスト撤去工事部分

　-　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有仕上げ材除去部分

非施工面:ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄ0.08mmにて養生

ア ス ベ ス ト 含 有 建 材 除 去 工 事

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

スラブ スラブ スラブ スラブ

梁

梁

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事
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調理教室・調理準備室　既存天井伏図
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Ｒ　階　平　面　図

F-08

F-05

縁材がABS樹脂とする。

    

第１理科室　　参考品番

1

 
天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材が

    
ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ､縁材がABS樹脂とする。

    

理科準備室　　93U3KF MK74

2

 
ｼﾝｸﾌﾀは表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、

    
縁材はABS樹脂とする。

3 本体・扉・前面板は表面材が耐摩耗性ｳﾚﾀﾝｺｰﾄ化粧板

(ｸﾘｱﾃｯｸﾎﾞｰﾄﾞ）芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ､縁材は

    
ＡＢＳ樹脂とする。

    

扉・前面板の把手はｱﾙﾐ(ﾗｯﾁ付）とする。

    

6 水栓は立上２口化学水栓１個

7 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

8 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ１個（２口）

9 ｶﾞｽｺｯｸは別途とする。

F-01

9 ｶﾞｽｺｯｸは別途とする。

7 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

扉・前面板の把手はｱﾙﾐ(ﾗｯﾁ付）とする。

    

ＡＢＳ樹脂とする。

    
(ｸﾘｱﾃｯｸﾎﾞｰﾄﾞ）芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ､縁材は

    

3 本体・扉・前面板は表面材が耐摩耗性ｳﾚﾀﾝｺｰﾄ化粧板

縁材はABS樹脂とする。
2

 
ｼﾝｸﾌﾀは表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、

    

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ､縁材がABS樹脂とする。

    
1

 
天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材が

    

F-02

生徒用実験台

  
645W×580D×700H

教師用実験台

  
2430W×900D×800H

参考品番

㈱オカムラ

同等品

㈱オカムラ

同等品

5 ｼﾝｸはFRP樹脂製とし、水切り網(134W311D7T)付きとする

5 ｼﾝｸはFRP樹脂製とし、水切り網(134W311D7T)付きとする

6 水栓は、折り畳み2口化学水栓1個

8 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ２個（２口）

縁材はABS樹脂とする。
2

 
ｼﾝｸﾌﾀは表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、

    

1

 
天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材が

    

参考品番

㈱オカムラ

同等品

第一理科室

(可動テーブル)

(設備ﾕﾆｯﾄ)

第一理科室

生徒用実験台

  
1200W×600D×700H

3 脚はスチール製とする

4 ｷｬｽﾀｰ2か所、ｱｼﾞｬｽﾀｰ2か所にて可動式とする

F-03

参考品番

㈱オカムラ

同等品

F-04

第二理科室

1 天板・ｼﾝｸﾌﾀは表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、

2 本体・脚はｽﾁｰﾙ製（粉体塗装）とする。

参考品番

㈱オカムラ

同等品

理科準備室

1

 
天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材が

    
ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ､縁材がABS樹脂とする。

    

2 脚はｽﾁｰﾙ製（粉体塗装）とする。

F-05

参考品番

㈱オカムラ

同等品

6 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

F-06

教師用調理台

調理教室

2460W×1050D×850H

93T5AJ MS01

1 天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材がABS樹脂とする。

実験台・調理台等仕様書

2 ｼﾝｸは、表面材がｽﾃﾝﾚｽ貼（SUS304 t=1.0mm）

芯材ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ。ｼﾝｸは、樹脂製排水ﾄﾗｯﾌﾟ付き

3 本体・扉・前面板は表面材が耐摩耗ｳﾚﾀﾝｺｰﾄ化粧板（ｸﾘｱﾃｯｸﾎﾞｰﾄﾞ）

芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材はＡＢＳ樹脂とする。

扉・前面板の把手はｱﾙﾐ（ﾗｯﾁ付き）とする。

4 巾木は表面材がﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧積層合板とする。

5 水栓は、ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合水栓TOTO TKGG31E

7 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ１個（２口）

10 収納はﾗｯﾁ付きとする

参考品番

㈱オカムラ

同等品

調理教室

1 天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材がABS樹脂とする。

F-07

生徒用調理台
2100W×1200D×800H

2 ｼﾝｸは、ｽﾃﾝﾚｽ貼（裏面防露処理）、樹脂製ﾄﾗｯﾌﾟ付きとする

ｼﾝｸ・ｺﾝﾛｶﾊﾞｰは表面材はﾒﾗﾐﾝ化粧板（表）・不燃材（裏）、

芯材は合板・ﾊﾆｶﾑ板、縁材はＡＢＳ樹脂とする

3 本体・脚はｽﾁｰﾙ製（粉体塗装）とする。

参考品番

㈱オカムラ

同等品

1 天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材がABS樹脂とする。
教師用被服台

被服教室

1800W×900D×800H

93M6AA MG07 芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材はＡＢＳ樹脂とする。

2 本体・扉・前面板は表面材が耐摩耗ｳﾚﾀﾝｺｰﾄ化粧板（ｸﾘｱﾃｯｸﾎﾞｰﾄﾞ）

扉・前面板の把手はｱﾙﾐ（ﾗｯﾁ付き）とする。

3 巾木は表面材がﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧積層合板とする。

4 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

5 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ１個（２口）

F-08

参考品番

㈱オカムラ

同等品

1 天板は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板、芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材がABS樹脂とする。

被服教室

芯材がﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、縁材はＡＢＳ樹脂とする。

2 本体・扉・前面板は表面材が耐摩耗ｳﾚﾀﾝｺｰﾄ化粧板（ｸﾘｱﾃｯｸﾎﾞｰﾄﾞ）

扉・前面板の把手はｱﾙﾐ（ﾗｯﾁ付き）とする。

3 巾木は表面材がﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧積層合板とする。

4 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

5 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ１個（２口）

F-09

生徒用被服台
1800W×900D×760H

93M7AA MG07

被服室

×2

実習教示ﾐﾗｰ

参考品番

PR-38NM

同等品

㈱ウチダヨウコウ

2400W×900H

吊下げ金具

調理教室
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K-21c

K-08a

廊下

K-04a

K-04b

K-04c

K-04d

K-05aK-05b

F-11

ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ

ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ中棚付

1升W264×H314×D382　付属品一式

F-11

第２理科室　　93U3KE MK74

4

 
巾木は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板とする。

93U3JH MK74

4

 
巾木は表面材がﾒﾗﾐﾝ化粧板とする。

93T3GO　MK74

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ､縁材がABS樹脂とする。

    

生徒用実験台

  
3600W×900D×800H

93R2JZ MP61

3 ｼﾝｸはFRP樹脂製とし、水切り網(134W311D7T)付きとする

4 水栓は、立上げ2口化学水栓2個

5 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

6 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ２個（２口）

7 ｶﾞｽｺｯｸは別途とする。

作業台

  
　　　1477W×900D×700H

93P8YX MP61 3 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

4 ｷｬｽﾀｰ2か所、ｱｼﾞｬｽﾀｰ2か所にて可動式とする

5 ｸﾞﾘｰﾝ購入法の適合商品であること

8 ｶﾞｽｺﾝﾛは、ﾊｰﾏﾝDG32T2VQ1SV

9 ｶﾞｽｵｰﾌﾞﾝﾚﾝｼﾞは、ﾊｰﾏﾝDR320E

93P7HC ML87

4 水栓は、折り畳み混合水栓1個

5 床固定金具はｽﾁｰﾙ製

 

6 ｺﾝｾﾝﾄはAC用ｺﾝｾﾝﾄ２個（２口）

7 ｶﾞｽｺﾝﾛは、ﾊｰﾏﾝDG32T2VQ1SV

8 ｶﾞｽｵｰﾌﾞﾝﾚﾝｼﾞは、無し

K-53

×2

K-41

K-41

２０２２．１

K-00

K-00

　-　別途工事（1期・3期工事)

　-　本工事（2期工事)

K-07c K-07c

点検ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾁｰﾙ製ｼｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ　12人用　小窓付　鍵無し1200W×400D×960H

学習室２

学習室３
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architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

材料定義

３ 表面処理

１ 本体・棚板 両面メラミン化粧パーティクルボード　厚さ２０ｍｍ、Ｆ☆☆☆☆を使用する（メラミン化粧板はメラミン樹脂含浸のもの）。

上記材料は、ＪＩＳ－Ａ５９０８適合、１８タイプ（曲げ強さ１８Ｎ／平方ミリメートル以上）とし、

ＪＩＳマーク認定の国内工場での生産品、且つグリーン購入法適合品とする。

(児童生徒の健康･衛生管理に配慮し、使用するメラミン化粧板には永続的なVOC低減、抗菌・抗ウィルス機能が有ること。）

２ 木口処理 児童生徒の怪我を軽減するため、右図同等以上の処理方法とする。

家具本体・棚板・建具等の表面材は、永年の使用に鑑み、特に日常使用で想定される傷･摩擦に強い硬さ

(鉛筆硬度で９Ｈ以上)を備えていること。

本体色については単色・木目柄など色見本帳（ ５０色程度まで ）を提出の上決定する。

抗菌機能のある樹脂成型品（ ＡＢＳ製 ）把手・引手を使用する。８ 把手・蝶番

蝶番は、メンテナンスが容易なキャッチ機構付１１０°開きゼンシスヒンジ（ ソフトクロージング機構 ）を使用する。

７ 建具 板戸・戸枠はくるいやホゾ抜け防止の為、かまち組み等は不可とし１枚物で製作すること。

引違戸の鴨居側には耐震外れ止めスライドガイド、敷居側には上下調整戸車を使用する。

ガラスは4mm透明、強化ガラスとする。

４ 裏板 ポリエステル化粧合板　Ｆ☆☆☆☆　厚さ４ｍｍ　を使用し片面フラッシュ（ ４５０ｍｍ　ピッチ以内に格子状桟組構造 ）とする。

５ 本体組立て 組立ては、製作工場での木製ダボ組接合とし、接合部のノックダウン金物は使用不可とする。

６ 巾木・台輪 ポリエステル化粧合板仕上げ　Ｆ☆☆☆☆　とする。

１２ 特記事項 品質確保及び環境配慮の為、製造はＩＳＯ ９００１／１４００１ 取得企業とする。

製作にあたり、事前に製品の品質証明書及び材料と接着剤の安全データシートを提出し、素材・金物の承認を受ける。

室内空気清浄保持の為に、学校環境衛生基準に対して参考となる類似製品のＶＯＣ測定データを提出する。

家具は、安全のため壁や床に固定を施す。１３ 施工

１１ 棚板受け 安全で外れにくいネジ込み式で、錆びにくいステンレス製ダボ　φ８－Ｍ６を使用する。

棚板は、外れ止めの為のダボ受けシャクリ加工をする。

細菌・カビ・悪臭のつきにくい樹脂化粧ＭＤＦ　厚さ１５ｍｍで開閉がスムーズなスライドレールを使用する。１０ 抽斗箱

９ 鴨居・敷居 樹脂成型レール（ ＡＢＳ製 ）を埋め込んだ鴨居と面付けの敷居（ ＡＢＳ製 ）とする。

掃除用具入れは、一部貫通ボルト止めで５点吊りとする。

［ 開き扉詳細 ］

扉 扉

※ 扉木口：セフティーエッジ

扉

調整ネジ

キャッチ機構付ゼンシスヒンジ１１０°開き用蝶番

　　　　　　　　（ソフトクロージング機構内蔵）

Ｒ３Ｒ３

　

　

３

２０

２０

１４ ５

３９

２０

１

０

３

２

０

９

１５

２４

　　３

把手詳細図

側板取り付け

側板

扉

タッピングネジ　φ４×２０

２０

２

０

中仕切取り付け

仕切板

扉

皿ボルト

インサートネジ

２０

７

６

.

５

２

０

６

.

５

２

０

［ 木口詳細 ］

フラットエッジ

両面メラミン化粧パーティクルボード

木口：ＡＢＳシート　ｔ０．４５　

　　　ホットメルト練付

２

０

ｔ２０

３０ ３０ ３０ ３０３０

３

０

３

０

３

０

木製ダボ（中間部）

［ 接合部詳細 ］

木製ダボ（端部）

木製タボ：φ８－５５

［ 裏板枠詳細 ］

木製タボ：φ８－３０

２０ ２０

８８

１３ １７

３０

５５

１７．５
１７．５

２０

＠４５０以内

Ｗ

＠

４

５

０

以

内

Ｈ

上中下

３ヶ所

貫通ボルト止め

上

中

下

側板扉

［ 掃除用具入れ詳細 ］

Ｒ３

Ｒ３

セフティーエッジ

木口：ＡＢＳシート　ｔ３

　　　ホットメルト練付

両面メラミン化粧パーティクルボード

２

０

３

ｔ２０

Ｒ７

木口：ダップシート　ｔ０．４５

　　　ホットメルト練付

両面メラミン化粧パーティクルボード

２

０

２０

インレイソフトフォーム （３）

ｔ２０

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

家 具 工 事 　 特 記 仕 様 書

( 第 ２ 期 ）

C-02

２０２２．１



ホール ベンチ椅子 　×3台

K-05b

K-04c
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FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式
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家 具 図 ( 1 )

K-03

展示棚　×4台

600

ﾗﾝﾊﾞｰｺｱ下地

ｶﾞﾗｽ引き違い戸

上下ﾚｰﾙ ﾌﾚｰﾑ 戸車

強化ｶﾞﾗｽt=8

杉正目 突板

30

2

7

0

0

3

4

0

6

0

2

0

0

0

6

0

2

4

0

1700

1640 30

強化ｶﾞﾗｽt=8

棚柱 棚受

40kgf/本

杉正目 突板合板

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ネームプレート ネームプレート

ａ・ｂ

（３）

ネームプレート

扉：アクリル板 ｔ５

　（ブラウンスモーク）

６０人用

４

５

６４
４

※ ネームプレート：樹脂成型品

（３）

裏板：

ポリ合板 ｔ４＋ｔ４

（３）（３）

１

０

１

６

９５
９１

※ ネームプレート：樹脂シート製

ネーム用紙

白

透明

ａ

ｂ

ｃ

両面

片面 １

片面 １

備考 箇所数

５

備考

ｂの左右反転

片面 １

片面 １

ｄ

ｅ ｄの左右反転

ｄ

K-01

１階　玄関　来客用・職員用下足入　×2台 １階　昇降口　生徒用下足入　×計9台

K-02

５０

５０

２

０

７

７

７

７

７

２

０

８

３６２０

１２０６

２７６.５ ２７６.５ ２７７

１２０６ １２０８

１

５

７

０

１

４

５

０

２

８

３

２

８

３

２

８

３

２

８

３

２

８

３

１

０

０

３８０

３５０３０

１３６３

２４９ ２４９

１３６３

４０８９

２４９

１３６３

２４８

１３６０

２７２０

２４８

１３６０

２

６

５

２

０

０

２

０

０

３６０

３５０

７２０

７００

３４６ ３４６

１０ １０
１０

１

０

０

２

０

１３０

１

０

０

２

０

１３０

１

０

０

１３０

５０

５

０

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

１ ／ ３ ０

A3：1/42

( 第 ２ 期 ）

C-03
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450 1500

20 720 20 720 20
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5

1
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1
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5

8

5

0

木目調ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ

8

0

2

0

3

3

0

2

0

6

4

0

1

7

0

2

0

395

125 270

2

0

2

0

2

2

0

.

5

3

3

0

5

0

2

3

0

2020

1800

20 870870

木目調ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ

20

1

9

0

0

300

280

1

9

0

0

800

20 760 20

2

0

3

4

0

2

0

3

4

0

2

0

3

4

0

2

0

3

4

0

2

0

3

4

0

2

0

8

0

(600)

木目調ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ

ホール本棚 ホール本棚 ホール本棚

K-04a K-04b

ホール本棚

W800 1台

　W600 1台

K-04d

　×2台　×1台

ホール 丸ベンチ椅子　×4台

4

0

0

7

5

0

3

5

0

600

3

7

0

490110

55 545

2000

60 520 60 520 60 520 60

100 100

500 500

4

5

0

300 600

K-05a

２０２２．１

ﾅﾗ 21×100 UC

ﾅﾗ 30×100 UC

ﾅﾗ 75×60 UC

脚：ﾅﾗ 60×60 UC

脚：ﾅﾗ 90×60 UC

ﾅﾗ 30×60 UC

ﾅﾗ t=20 W90～53 UC

ﾅﾗ 75×75 UC

ﾅﾗ 30×60 UC

ﾅﾗ 30×60 UC

ﾅﾗ 75×75 UC
ﾅﾗ 30×60 UC

２

０

１

３

８

０

１

１

６

０
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FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

家 具 図 ( 2 )

ａ ２・３Ｆ　普通教室 １５

箇所数場所

棚板

フレーム：ＰＥ

※ネームプレート：樹脂成型品

９０ ４．５

１

６

ネームプレート

ａ・ｂ

ダストボックス参考：

ウチダ ＤＢ－３Ｌ型

φ２７６×Ｈ３４５

　（家具工事外）

※ 扉木口：セフティーエッジ

Ｒ５

Ｒ５

Ｒ５

Ｒ５

投入口：φ２００

木口：ＡＢＳシート貼

掃除用具入れ

K-07

各階　普通教室　ゴミ箱収納・ロッカー 　×計21台

ＢＡ

Ａ
Ｂ

西校舎普通教室 ４ｂ

３Ｆ　学習室（１）（２） ２ｃ

天板：桧集成材 ｔ３０

２００

シリンダー錠

扉：

透明強化ガラス

　　　　　ｔ４

場所

１

箇所数

１

１Ｆ　第１理科室

１Ｆ　第２理科室

棚受け：

＠５０　２５段

締付金具使用棚

補強：アルミＬアングル

可動棚：

ポリ合板貼フラッシュ ｔ２５

※ 扉木口：セフティーエッジ

K-08 K-09

K-10 K-11

（３）

可動棚：

ポリ合板貼フラッシュ ｔ３０

棚受け：

＠５０　５段

補強材：アルミ角パイプ

Ｈ６０×Ｄ３０ ｔ２

補強：アルミＬアングル

棚受け：

＠５０　１３段

折戸（レール式）

シリンダー錠

扉：透明強化ガラス ｔ４

棚受け（背板側）：＠５０　５段

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

（３）

棚受け：

＠５０　５段

棚受け：

＠５０　１３段

４５０

４５０

４５０

４５０

４５０

８

１

１

１

１

４５０

４５０

４５０

４５０

１

１

１

水受皿：ステンレス

ｓｕｓ４３０ ｔ０．４

通気口

雑巾掛け：Ｌ３００

ステンレス棒 φ５

ステンレスパイプ　φ２５

（Ｓカン　５ヶ付）

ステンレス

玉付回転フック　２ヶ所

※ 扉木口：セフティーエッジ

通気口

※ 扉吊元については、配置確認の上製作すること。

Ｄ

６００

４５０

４５０

箇所数

１

１

１

６００

６００

６００

４５０

４５０ １

１

１

１

１

４５０

４５０

４５０

４５０

１

１

１

Ｈ

ｃ

２Ｆ　図書室

２Ｆ　普通教室

２Ｆ　美術室

２Ｆ　女子便所

２Ｆ　男子便所

ａ

ａ

ａ

３Ｆ　普通教室

３Ｆ　音楽室

３Ｆ　女子便所

３Ｆ　男子便所

ａ

ａ

ａ

ａ

場所

１Ｆ　会議室

ｂ

ａ

ａ

１Ｆ　ホール

１Ｆ　職員室

１Ｆ　保健室

１Ｆ　調理室

１Ｆ　被服室

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｃ

１Ｆ　東昇降口

１Ｆ　西昇降口

１Ｆ　女子便所

１Ｆ　男子便所

ａ

ａ

ａ

ａ

１Ｆ　第１理科室

１Ｆ　第２理科室

６００

６００

６００

Ｗ

４５０６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

６００

ｄ

各室　掃除用具入れ １階　各理科室　人体模型収納　×計2台

　×1台 １階　各室　ガラス戸棚１階　第１理科室　ガラス戸棚 　×計2台

※ 扉木口：セフティーエッジ

２

７

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

７５０

８５０

８５０

※ 扉木口：セフティーエッジ

Ｄ 箇所数Ｈ場所 Ｗ

４５０西校舎　普通教室ａ ６００ ４７５０

４５０ １ａ ６００ ７５０

４５０ １ａ ６００ ７５０

３Ｆ　学習室（１）

３Ｆ　学習室（２）

　×計41台

感震ラッチ

感震ラッチ 耐震ラッチ

４５０

４

６

０

ａ： ａ： ａ：

４５０

ａ：

ａ： ａ： ａ：

ａ： ａ： ａ：

ｂ：３９５

９

８

０

ｂ：≒３９４

ｂ：３９５

ｂ：６３１５

ｂ：２０９５ ｂ：２０９５ｂ：１６７５

６００

６００ ６４００

４０１

２１２５

４００

１７００

１７００ ２１２５

２１２５

４０１

４７０

４５０

１

１

０

５

２

５

３

０

０

１

０

０

２０

４７０

４５０

１

１

０

５

９

８

０

３

０

０

１

０

０

２

５

２０

ａ：

ｂ：

２

０

Ｄ

Ｈ

１Ｆ　第１理科室ａ １

ｂ １Ｆ　調理室 １

箇所数場所

５

０

Ｗ Ｗ

感震ラッチ

１

９

０

０

１

８

０

０

１

０

０

１５

６０

１５０

８

０

３

０

０

２０
１２００

５

０

２

６

５

０

７

５

０

２０ ５７０

１

０

０

１

８

０

０

３３００

１５００ １８００

６００

１５０
４５０

５

０

２

６

５

０

７

５

０

１

１

２

０

７

８

０

６

８

０

１

０

０

３６００

１８００ １８００

５

０

７

５

０

１

１

２

０

７

８

０

６

８

０

２

６

５

０

１

０

０

１５０
４５０

６００

２１２５

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

１ ／ ３ ０

A3:1/42

３

１

５

１

０

０

Ｒ５

Ｒ５

２０ ４５０

４７０

２

５

天板：桧集成材 ｔ３０

　　　（ＵＣ塗装）

8

1

5

6

9

0

天板：桧集成材 ｔ３０

　　　（ＵＣ塗装）

ｃ

ネームプレート

４００

2540

( 第 ２ 期 ）
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４５０ａ ７５０ 1６００１Ｆ　事務室

２０２２．１



〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

K-12 K-13

１階　理科準備室　ガラス戸棚　×1台 各準備室　ガラス戸棚

場所 箇所数

フサギ/ポリ合板（本体近似色）
フサギ/ポリ合板（本体近似色）

１Ｆ　理科準備室 １

Ｒ１０ Ｒ１０
Ｒ１０ Ｒ１０

フサギ/ポリ合板（本体近似色） フサギ/ポリ合板（本体近似色）

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０
本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

粉体焼付塗装
粉体焼付塗装

１Ｆ　被服準備室 １

左扉 右扉
左扉 右扉

Ｘ Ｘ Ｘ
Ｘ Ｘ

Ｘ部：上部戸先Ｒ加工
Ｘ部：上部戸先Ｒ加工

２Ｆ　美術準備室 １

扉：粉体焼付塗装
扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品
引手：ＡＢＳ樹脂成型品

φ８穴加工
φ８穴加工

Ｙ部：下部戸先Ｒ加工
Ｙ部：下部戸先Ｒ加工

（塞ぎキャップ付）

（塞ぎキャップ付）

左扉 右扉
左扉 右扉

Ｒ１０ Ｒ１０
Ｒ１０ Ｒ１０

Ｙ Ｙ Ｙ
Ｙ Ｙ

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

透明強化ガラス ｔ４．０
透明強化ガラス ｔ４．０

扉：粉体焼付塗装
扉：粉体焼付塗装

Ｘ Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ

引手：ＡＢＳ樹脂成型品
引手：ＡＢＳ樹脂成型品

Ｒ１０ Ｒ１０

シリンダー錠
シリンダー錠

Ｒ１０
Ｒ１０

Ｙ

Ｙ Ｙ Ｙ

Ｙ

Ｒ５ Ｒ５

前面板：粉体焼付塗装
前面板：粉体焼付塗装

Ｚ部：前面板Ｒ加工
Ｚ部：前面板Ｒ加工

Ｚ

Ｚ Ｚ

Ｚ

Ｚ

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２
ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

高さ調整範囲５０～７２ｍｍ
高さ調整範囲５０～７２ｍｍ

粉体焼付塗装
粉体焼付塗装

K-14 K-15

１階　理科準備室　薬品庫 　×1台 １階　理科準備室　顕微鏡保管庫　×1台

天板：透明アクリル板　ｔ４

４－φ７（背面）

Ａ５

（壁固定用穴）

温湿度計

Ａ１

U C H ID A

Ａ２

Ａ３

Ａ４

Ａ６

側板：透明アクリル板　ｔ４

Ａ７

φ１１０

４

３

０

２

５

Ｂ１

Ｂ８

４

３

０

２

３

０

Ｂ７

８

０

薬品庫

２

５

Ｂ２

表示窓

４

５

除湿器：高分子電解膜方式

Ｂ５

Ｂ３

φ１００

４

１

．

５

Ｂ６
Ａ７

４

１

．

５

Ｂ２

２Ｐ電源コード：３ｍ

（電源：ＡＣ　１００Ｖ）

医薬用外劇物 医薬用外毒物
Ｂ８

２－Ｍ６

（床固定金具用ナット）

K-16 K-17

１階　理科準備室　ガラス戸棚 　×1台 １階　第２理科室　ガラス戸棚 　×1台

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

※ 扉木口：セフティーエッジ

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

粉体焼付塗装

粉体焼付塗装

Ｘ Ｘ Ｘ

感震ラッチ

扉：粉体焼付塗装

Ｒ１０ Ｒ１０

φ８穴加工

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

φ８穴加工

左扉 右扉

（塞ぎキャップ付） （塞ぎキャップ付）

Ｘ部：上部戸先Ｒ加工

Ｙ部：下部戸先Ｒ加工

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７
Ｙ Ｙ Ｙ

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

透明強化ガラス ｔ４．０

左扉 右扉

補強：アルミＬアングル

Ｒ１０ Ｒ１０
扉：

扉：粉体焼付塗装

Ｘ

Ｘ Ｘ

可動棚：

透明強化ガラスｔ４

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

ポリ合板貼フラッシュ ｔ２５

シリンダー錠

棚受け：

＠５０　２５段

Ｒ１０

締付金具使用棚

Ｙ Ｙ Ｙ

Ｒ１０

Ｒ５

Ｒ５

シリンダー錠

コンテナ(９ヶ)：ＰＰ　色：黄

Ｚ

Ｗ２７５×Ｄ４５０×Ｈ１２０

Ｚ

Ｚ部：前面板Ｒ加工

有効内寸

Ｗ２４２×Ｄ４０７×Ｈ１０５

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

高さ調整範囲５０～７２ｍｍ
高さ調整範囲５０～７２ｍｍ

粉体焼付塗装粉体焼付塗装

４５０

顕微鏡保管庫　１Ｐ－８Ｋ４０（８－５０４－０１００）

薬品庫　ＳＹ－６７（８－１２５－０３０５）

１

本体・フレーム アルミ型材ステンカラー　耐食アルマイト

寸法，呼び方 寸法，呼び方

材質備考 備考
材質

品番 品番 数量
数量

品名 品名

２

側板 透明アクリル板 ｔ４

Ａ１ Ｂ１ １１

本体 ｔ０．８ ＢＡ，ＶＣ 本体 ＳＵＳ３０４ ｔ０．８ ＢＡ，ＶＣ
ＳＵＳ３０４

３

扉 ２ 透明アクリル板 ｔ４

４ サチライトクロムメッキ

ハンドル ２ 亜鉛合金

Ａ２ ２ Ｂ２ ２

扉 ｔ０．８ ＢＡ，ＶＣ 扉 ＳＵＳ３０４ ｔ０．８ ＢＡ，ＶＣ
ＳＵＳ３０４

５

裏板 塩化ビニール板 ｔ４ ライトグレー

Ａ３ ２ Ｂ３ ２

扉ガラス ｔ７ 透明 鍵 ＺＤＣ 鍵、樹脂カバー付
網ガラス

６ ｔ０．８

棚板 ３ スチール 焼付塗装グレー

縦４

Ａ４ Ｂ４ ４

ガラス枠 Ｎ２ 扉銘板 ＰＶＣ
ＰＰ

横４

Ａ５ １ Ｂ５ ４

鍵 棚板 ＳＵＳ３０４ ｔ０．８ ＢＡ
ＺＤＣ

Ａ６ 付属品
２

棚板 ｔ０．８ ＢＡ
ＳＵＳ３０４

付属品 Ｂ６ １

砂皿 ＰＶＣ ４３０ｘ４３０ｘ４５ グレー

Ａ７ Ｂ７ １

２

密栓ケース ＰＥ 乳白色φ１１０ｘ２３０

上下連結金具 ２Ｂｔ１．５
ＳＵＳ３０４

Ａ８ Ｂ８ ２

４

床固定金具 ＳＵＳ３０４ ２Ｂ
ｔ１．５

金具用ビス Ｍ６
ＳＵＳ

Ａ９ Ｂ９ ２
２

金具用ビス ＳＵＳ Ｍ６
金具用ナット Ｍ６

ＳＵＳ

４５０

４５０

（

５

１

）

２６９７

８９９ ８９９ ８９９

２

７

０

０

１

３

８

７

０

２

１

０

５

０

１

８

６

０

６００

１５０ ４５０
８９９ ８９９

１７９８

２

７

０

０

１

８

６

０

７

３

０

６

０

２

０

１

０

５

０

１

３

８

７

０

２

６００

１５０ ４５０

５８３

１

７

２

０

３

９４０

５

８

３

５００

１７０ ３３０

１

９

０

０

１

１

０

０

８

０

０

９００

２６９７

８９９ ８９９ ８９９

２

７

０

０

１

３

８

７

０

２

１

０

５

０

１

８

６

０

７

３

０

２

０

６

０

６００

１５０ ４５０

２

７

０

０

１

３

８

７

０

２

１

８

５

１

１

０

５

０

２

０

７

３

０

１５０ ４５０

６００

１０５０ １０５０

２１００

５

０

２

６

５

０

７

５

０

２０ ５７０

１

８

０

０

１

０

０

家 具 図 ( 3 )

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

１ ／ ３ ０

A3:1/42

( 第 ２ 期 ）

　×計2台

C-05
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２

０

６

０

７

３
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〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

K-18

シリンダー錠

扉：

透明強化ガラス ｔ４

※ 扉木口：セフティーエッジ

アクティブトレイ：Ｓ

アクティブトレイ：Ｍ

アクティブトレイ：Ｌ

レール：樹脂成型品

　アクティブトレイ：Ｓ

Ｗ３１２×Ｄ４２７×Ｈ７５

　アクティブトレイ：Ｍ

Ｗ３１２×Ｄ４２７×Ｈ１５０

　アクティブトレイ：Ｌ

Ｗ３１２×Ｄ４２７×Ｈ２２５

K-19

K-20 K-21

ａ ×3

K-22

×１ｂ ×１

K-23

　×1台１階　第２理科室　ガラス戸棚 １階　校長室　ロッカー・書籍収納棚　×1台

１階　校長室　腰下収納棚 　×1台 １階　職員室　戸棚　×計5台

　×2台１階　職員室　ホワイトボート付収納戸棚 １階　職員室　吊戸棚・腰戸棚 　×1台

Ａ Ｂ

Ａ
Ｂ

ｃ

鏡：ｔ５　Ｗ３００×Ｈ４５０

樹脂成型品

シュ－ズトレ－：１ヶ付

スライドコートハンガー ：

Ｄ３００

ネクタイ掛け：樹脂成型品

棚受け：

棚受け：

＠５０　１３段

＠５０　５段

※ 扉木口：セフティーエッジ

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

※ 扉木口：セフティーエッジ

（３）

棚受け：

＠５０　５段

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

棚受け：

＠５０　１３段

棚受け：

＠５０　５段

シリンダー錠

扉：透明強化ガラス ｔ４

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

※ 扉木口：セフティーエッジ

棚受け：

＠５０　１１段

棚受け：

＠５０　５段

レール：Ｗ９００×４本

５－７６７－００５９

　（オフホワイト）

※ 扉木口：セフティーエッジ

（３）

棚受け：

＠５０　５段

みどり：９ヶ

しろ：９ヶ

あお：９ヶ

あか：６ヶ

ヨコ移動ボード：Ｗ１８００×１枚

５－７６７－１７１８（ホワイト／暗点線入り）

扉：

透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

ＦＩＸ

感震ラッチ 耐震ラッチ 感震ラッチ

感震ラッチ

感震ラッチ

感震ラッチ

２０ ４５０

５４００（１８００×３）

１２００

５

０

２

６

５

０

７

５

０

１

８

０

０

１

０

０

２０ ５７０

６００

１８００ １８００

５

０

２

６

５

０

７

５

０

２

０

０

４

５

０

４

０

１

１

５

０

１

８

０

１

８

０

０

１

０

０

５

０

２

６

５

０

７

５

０

１

１

２

０

７

８

０

６

８

０

１

０

０

２０ ４５０

２０ ４５０

５

０

２

６

５

０

７

５

０
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

K-27 K-28 K-29

棚受け：

＠５０　１３段

棚受け：

＠５０　５段

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

※ 扉・抽斗前板木口：セフティーエッジ

棚受け：

＠５０　１３段

（３）

抽斗箱：

Ｄ４５０・Ｈ１００

シリンダー錠

扉：透明強化ガラス ｔ４

扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

シリンダー錠

前面板：粉体焼付塗装

Ｚ

Ｘ

Ｙ

Ｒ１０ Ｒ１０

Ｒ１０ Ｒ１０

左扉 右扉

右扉左扉

Ｘ部：上部戸先Ｒ加工

Ｙ部：下部戸先Ｒ加工

Ｒ１０

Ｒ１０

Ｚ部：前面板Ｒ加工

（３）

抽斗箱：

Ｄ４５０・Ｈ１００

棚受け：

＠５０　１３段

※ 扉・抽斗前板木口：セフティーエッジ

K-30

セフティーエッジ

自在キャスター：４ヶ

ストッパー（ゴム製）

コロビ止め：

ステンレスパイプ φ９

棚受け：

＠５０　１３段

（３）

５３０

※ 扉木口：セフティーエッジ

シリンダー錠

扉：

透明強化ガラス

ｔ４

標準ワゴン　４台

K-31

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

K-32

棚受け：

＠５０　１３段

棚受け：

＠５０　５段

※ 扉木口：セフティーエッジ

棚受け：

＠５０　２５段

締付金具使用棚

※ 扉木口：セフティーエッジ

シリンダー錠

K-33 K-34

粉体焼付塗装

高さ調整範囲５０～７２ｍｍ

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

Ｒ５

透明強化ガラス ｔ４．０

扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

シリンダー錠

Ｙ

Ｘ

Ｘ

扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

Ｙ

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

粉体焼付塗装

φ８穴加工

（塞ぎキャップ付）

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

Ｂ４浅型クリアトレー：３ヶ

Ｂ４深型クリアトレー：９ヶ

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

Ｒ１０ Ｒ１０

Ｒ１０ Ｒ１０

左扉 右扉

右扉左扉

Ｘ部：上部戸先Ｒ加工

Ｙ部：下部戸先Ｒ加工

１階　パソコン室　戸棚 　×1台 １階　保健室　収納棚　×1台 １階　調理室　キッチン収納 　×1台

１階　調理室　キッチン収納 　×1台 １階　調理室　ガラス戸棚 　×1台

　×1台１階　被服室　収納棚 １階　被服室　収納棚 　×2台 １階　被服準備室　収納棚　×1台

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

粉体焼付塗装

高さ調整範囲５１～７２ｍｍ

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

（塞ぎキャップ付）

φ８穴加工(外側）

粉体焼付塗装

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

粉体焼付塗装

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

（塞ぎキャップ付）

φ８穴加工

粉体焼付塗装

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

※ 扉木口：セフティーエッジ

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

感震ラッチ

耐震ラッチ感震ラッチ

感震ラッチ

感震ラッチ

感震ラッチ
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

K-35 K-36

K-37

シリンダー錠

扉：透明強化ガラス ｔ４

シリンダー錠

耐震ラッチ

棚受け：

＠５０　５段

棚受け：

＠５０　１３段

※ 扉木口：セフティーエッジ

棚受け：

＠５０　５段

（３）

参考：Ａ４フラットファイル

Ｗ１５×Ｄ２３０×Ｈ３０７

耐震ラッチ

ネームプレート

天板：

セフティーフォーム

棚板

フレーム：ＰＥ

※ネームプレート：樹脂成型品

９０ ４．５

１

６

収納用

画板（６００×４５０）

（画板収納）

天板：

セフティーフォーム

K-38 K-39

Ｘ

Ｙ

扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

K-40

透明強化ガラス ｔ４．０

扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

シリンダー錠

アジャスター

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

Ｒ５

粉体焼付塗装

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

φ８穴加工

（塞ぎキャップ付）

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

Ｒ１０ Ｒ１０

Ｒ１０ Ｒ１０

左扉 右扉

右扉左扉

Ｘ部：上部戸先Ｒ加工

Ｙ部：下部戸先Ｒ加工

アジャスター

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

扉：粉体焼付塗装

引手：ＡＢＳ樹脂成型品

K-41

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

（見出し紙/透明セル付）

ネームプレート

ユニット天板：パーティクルボード

メラミン化粧板貼り

粉体焼付塗装

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

（塞ぎキャップ付）

φ１９穴加工（内側）

（塞ぎキャップ付）

φ８穴加工（外側）

固定棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

粉体焼付塗装

高さ調整範囲５０～７２ｍｍ

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

１階　事務室　腰戸棚 　×1台 １階　事務室　戸棚 　×1台

２階　美術教室　ロッカー 　×1台 ２階　美術教室　画板ロッカー　×1台 ２階　美術準備室　戸棚

２階　美術準備室　戸棚 　×1台 ２階　美術準備室　ロッカー

Ｂ

Ａ
Ｂ

ＦＩＸＦＩＸ

棚受け：

＠５０　５段

（３）

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

Ｙ部：下部戸先Ｒ加工

Ｘ部：上部戸先Ｒ加工

左扉 右扉

右扉左扉

Ｒ１０Ｒ１０

Ｒ１０Ｒ１０

（塞ぎキャップ付）

φ８穴加工

可動棚：ＳＥＣＣ ｔ０．７

粉体焼付塗装

本体：ＳＥＣＣ ｔ０．７～ｔ２．０

ベース：ＳＰＣＣ ｔ０．６～ｔ１．２

高さ調整範囲５０～７２ｍｍ

粉体焼付塗装

フサギ/ポリ合板（本体近似色）

８９９ ８９９

１７９８

３６００（１８００×２）
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SUBJECT
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SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

アジャスターアジャスター

Ａ

Ｂ

Ｃ

K-42

ａ ｂ

セフティーエッジ

（３）

（３）

Ａ

５

判

Ａ

４

判

※ 本体見付木口：セフティーエッジ

ａ

ｂ

１

箇所数

１

１ｃ ｂの左右反転

備考

セフティーエッジ

（３）

※ 本体見付木口：セフティーエッジ

棚受け：

＠５０　１５段

※ 本体見付木口：セフティーエッジ

（３）

（３）

（３）

（３）

K-43 K-44

Ｂ６判

Ａ５判

Ａ

４

判

Ａ

４

判

Ａ

４

判

K-45 K-46

Ｒ５００

あ

え

いう

ＢＡ Ｃ Ｃ

１

２

０

足掛け：

ステンレスパイプ φ２５

天板：メラミン化粧板貼 ｔ３０

抽斗箱：Ｄ３５０・Ｈ１００

背板：メラミン化粧板貼

Ｒ５

Ｒ５

Ｒ５

Ｒ５

木口：堅木材 ２５×５０（ＵＣ塗装） 樹脂成型品　オーバル型

配線孔キャップ：

抽斗箱：Ｄ３００

　　　　Ｈ１００

キックガード

天板：メラミン化粧板貼 ｔ３０

上下木口：

セフティーエッジ

Ｒ５

Ｒ５

木口：堅木材 ２５×５０（ＵＣ塗装）

※ 本体見付木口：セフティーエッジ

※ 抽斗前板木口：セフティーエッジ

支柱

チップボード　ｔ１５

Ｆ☆☆☆☆

ＡＢ１０１６ビーム

９００Ｋｇ/段

チップボード　ｔ１５

Ｆ☆☆☆☆

ＡＢ１０１６ビーム

９００Ｋｇ/段

床固定あり

ラチス材

ビーム

支柱フレーム

支柱支柱

落下防止ベルト

落下防止ベルト

落下防止ベルト

落下防止ベルト

※　参考品番　ウチダ　ＭＰＣ１０２４２６８０-２ＫＡ

K-47

Ｂタイプ

２階　図書室　本棚 　×計3台 ２階　図書室　書架 　×1台 ２階　図書室　書架　×1台

２階　図書室　カウンター　×1台 ３階　音楽室　オープン収納　×2台

３階　音楽準備室　楽器収納ラック　×1台

え

あ
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W2700×H1200

番号 備考

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

仕様

W4500×H1200

W3600×H1200

寸法

行事用

予定表　罫線9マス

行事用

平面白板

W1800×H900

W3600×H1200

予定表

平面白板

行事用

平面白板

W2000×H1100

予定表

ｇ

ｈ

平面白板

W1800×H1200

アルミ製三方枠 粉受

アルミ製三方枠 粉受

アルミ製三方枠 粉受

行事用

平面白板

予定表

W1500×H1100

アルミ製三方枠 粉受

※予定表罫線の仕様詳細は、打ち合わせによる

×1

×1

樹脂型材三方枠(出隅R)　ｱﾙﾐ製粉受

樹脂型材三方枠(出隅R)　ｱﾙﾐ製粉受

樹脂型材三方枠(出隅R)　ｱﾙﾐ製粉受

樹脂型材三方枠(出隅R)　ｱﾙﾐ製粉受

⑤

W0.3×H2.7

ｱﾙﾐ複合板t=3下地

⑥

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ 250×60 建具表面に貼付

×2

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ⑦

階段灯に貼付

↑↓階数表示

200×100

KC-1

KC-2

KC-3

キッチン流し・白板・室名札等サイン計画図

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

KC-4

Ｒ　階　平　面　図

備考形状番号 寸法

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

電気温水器12L

2口IHｺﾝﾛ

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ水栓
排水ｾｯﾄ

(LIXILｼｴﾗ同等品)

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

2口IHｺﾝﾛ

(LIXILｼｴﾗ同等品)

L=1050

扉ﾀｲﾌﾟ ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ水栓

排水ｾｯﾄ

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

ｺﾝﾛ無し

KC-1

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

I型

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

I型

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽﾜｰｸﾄｯﾌﾟ(ｴﾝﾎﾞｽ)
ｼﾝｸ

ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ
ｽﾃﾝﾚｽﾜｰｸﾄｯﾌﾟ(ｴﾝﾎﾞｽ)

ｼﾝｸ

ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ

排水ｾｯﾄ

L=2100 D650 H850

吊戸棚 H=700

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ900

L=2100 D650 H850

吊戸棚 H=700

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ900

シ ス テ ム キ ッ チ ン 仕 様 書

KC-4

KC-3

KC-2

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ ｻｲｽﾞ：0808

壁高2000

折れ戸800×2000

樹脂製ﾄﾗｯﾌﾟ 天井換気扇

ｽﾘﾑ照明(LED)

壁付ｻｰﾓ水栓(ｼｬﾜｰ専用)ｽﾌﾟﾚｰ ﾌｯｸ

収納ﾊﾟﾈﾙ

(LIXIL SPB0808LBEL同等品)

( 第 ２ 期 ）

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

　-　消火器ABC10

平面黒板

平面黒板

平面黒板

学習室２

ｇ

ｇ

×0

黒 板 ・ 白 板  配 置 計 画 図

２０２２．１

×16

×8

×3

×9

×2

×6

×4

×7

×5

×4

C-12

点検ｽﾍﾟｰｽ

学習室３



既設梁

175

捨貼 PBt=9.5

200～400

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t=9 ﾌﾗｯﾄ

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t=15 ｷｭｰﾌﾞ

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t=15 ｷｭｰﾌﾞ

廊　下職員室
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管理建築士第198323号

小 林 設 計株式

会社

部 分 詳 細 図 ( 1 )

既設ｽﾗﾌﾞ

引戸ﾚｰﾙ

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

伸縮ｸﾘｱﾗﾝｽ伸縮ｸﾘｱﾗﾝｽ

既設ﾓﾙﾀﾙ面

既設ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ研磨ｻﾝﾀﾞｰ掛け 不陸調整

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0

既設塩ビｼｰﾄ撤去

1

2

0

3

0

既設木製巾木撤去

既設長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ撤去 不陸調整

ｽﾛｰﾌﾟﾍﾞｰｽH=50

置き式ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=5

置き式ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=5

OAﾌﾛｱﾍﾞｰｽ 500×500 H=50 置き式

ﾌﾚｯｸｽｼｰﾄｔ=2.0

既設塩ビｼｰﾄ撤去

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ500×500t=6.5

既設木製巾木撤去

PBt=12.5下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

普通教室 廊　下

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0

職員室 ﾊﾟｿｺﾝ室 放送室

OAﾌﾛｱ＋置き式ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=5

120 20

1

0

0

ｱﾙﾐ製ｶｰﾃﾝBOX

既設梁

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ 上ﾚｰﾙ

1

2

0

化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=21+21

主要間仕切壁 

□-90×90×2.3

175

既設梁

既設梁

既設梁

175

普通教室 廊　下

化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞ １期工事廊下　化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

既設

化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

廊　下

PBt=9.5下地 杉板t=9 UC

PBt=12.5下地 化粧珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6

LGS

LGS Mﾊﾞｰ下地

ｱﾙﾐ額縁

300

点字ﾀｲﾙ 300×300

600角磁器質ﾀｲﾙ

300

ｽﾛｰﾌﾟ用150角磁器質ﾀｲﾙ

2250

長尺塩ビｼｰﾄ

300×300

点字ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt=2.0

玄 関

玄関スロープ床 タイル貼

600角磁器質ﾀｲﾙ

玄関ｽﾃﾝﾚｽ框

玄 関

1

5

0

60

長尺塩ビｼｰﾄt=2.0

600角磁器質ﾀｲﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ床見切 t=1.5 W90

長尺塩ビｼｰﾄt=2.0

昇降口スロープ 床

昇降口

LGS Mﾊﾞｰ下地

ｽﾃﾝﾚｽ巾木t=0.8 H=100

PBt=12.5＋ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3貼

軽量鉄骨壁Mﾊﾞｰ下地

長尺塩ビｼｰﾄt=2.0

便所 ｽﾃﾝﾚｽ巾木

男子女子便所

既設点検口枠 ﾊﾂﾘ撤去

400

ﾋﾟｯﾄ点検ﾊｯﾁ 450×450

ｼｰﾄ用 ｽﾃﾝﾚｽ枠

長尺塩ビｼｰﾄt=2.0

便所ﾋﾟｯﾄ 点検口

既設開口

職員便所は 和便器後に開口新設

ｽﾃﾝﾚｽ上り框 t=1.5 W60

L

G

S

6

5

有孔PBt=9.5 EP

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄt=25 32K

胴縁25×45＠450

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ(黒)

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

１ ／ １ ０

A3:1/14

ｱﾙﾐｽﾄﾘﾝｶﾞｰ＠450

C-100×50×20×2.3

ﾌﾞﾗｹｯﾄ＠450

50 70 50 70 50 70 5050 70 50 70 50 70 50

木目調ｱﾙﾐ型材格子 50×50＠120

珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6 EP

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6 EP

開口補強 □-100×100×2.3

木目調ｱﾙﾐ型材格子 50×50＠120

珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6 EP

( 第 ２ 期 ）

胴縁25×45＠455 杉板t=9 WP

既設木製巾木の上、巾木 桧 H=100 WP

桧 H=100 WP

桧 H=100 WP

額縁 25×40 WP

木製廻り縁 20×20 WP

玄 関ポーチ 男子・女子便所

珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6＋木目調ｱﾙﾐ型材格子 便所　天井：杉板貼・壁：化粧珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6

２０２２．１

C-13

既設ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ研磨ｻﾝﾀﾞｰ掛 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15重ね貼

見切縁 面木 W=60 H=15

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15(ｸｯｼｮﾝt=2)直貼

1

5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5
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１／５０　１／１０

A3:1/70 1/14

笠木 人研

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

1

3

0

0

6

3

0

6

7

0

3

5

0

150450

▽FL

Ｃ

3

5

0

0

男子便所

廊 下

▽FL

Ｃ

3

5

0

0

男子便所

廊 下

既設手洗撤去

建具 枠共撤去

人研床見切

ｽﾛｰﾌﾟ撤去

既設ﾀｲﾙ貼の上、ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ 長尺塩ビｼｰﾄt=2.0

ｽﾃﾝﾚｽ水切t=1.0

笠木 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ下地

ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼

2

0

0

化粧珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6

両面PB12.5＋

L

G

S

1

0

0

□-150×100×2.3

金属ｱﾝｶｰ2-M12

方立 ｱﾙﾐ型材50×50

ｱｸﾘﾙ板t=5 半透明

400

1

5

0

0

1

2

0

0

4

5

6

8

2

.

5

4

5

6

8

2

.

5

4

5

１９ ２０

50 680 50 680 50 680 50

方立 ｱﾙﾐ型材50×50

笠木 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ下地

ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼

ｽﾃﾝﾚｽ水切t=1.0

両面PB12.5＋

化粧珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6

方立 ｱﾙﾐ型材50×50

笠木 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ下地

ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼

小口 ｴﾎﾟｷｼ樹脂

t=5 r=3

L

G

S

便 所 手 洗 い 前 腰 壁 、 他 間 仕 切 壁 端 部

1/10

便所前手洗場ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

1/50

外部物入 ALC外壁 断面詳細図 1/30

150

5

0

0

3

5

0

0

2

4

0

0

1

1

0

0

2

5

0

2

5

0

ALCt=100　縦貼

防水形弾性複層塗材 E

Ｌ-65×65×6

Ｌ-65×65×6

1-D13

D10＠200

金属ｱﾝｶｰ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ

ALC素地

既設ﾓﾙﾀﾙ下地調整 EP

ｼｰﾘﾝｸﾞ

耐火目地材

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ

外部物入

150

Ｄ

125

鉄部は、SOP塗装

50

化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

既設ﾓﾙﾀﾙ下地

長尺塩ビｼｰﾄ

既設長尺塩ビｼｰﾄ既設長尺塩ビｼｰﾄ

100 165 100

50

既設ﾓﾙﾀﾙ下地

長尺塩ビｼｰﾄ

既設長尺塩ビｼｰﾄ既設長尺塩ビｼｰﾄ

100 165 100

ｱﾙﾐ製EXP.J新設

周囲ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP

ｽﾃﾝﾚｽ製EXP.J新設

周囲 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0

耐火帯付

木毛ｾﾒﾝﾄ板 干渉部分撤去

ｶｯﾀｰ切 ﾓﾙﾀﾙ撤去

既設EXP.J撤去

既設EXP.J撤去

3

0

3

0

1/10

内部EXP.J

現況撤去断面図 改修断面図

危険物庫

撤去

床下

6

0

0

1000

木製蓋 枠 撤去

6

0

0

砕石充填

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

1

2

0

3

0

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ 150×150

理科準備室 床下危険物庫

1/50

音楽室背面木製ルーバー

胴縁25×45＠450

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄt=25 32K

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ(黒)

1

0

1

0

0

1/10

１０

1/50

9

0

0

2

4

0

0

1320

620 50 600 50

5

0

2

3

0

0

5

0

四方枠 ｱﾙﾐ型材50×50

905

職員便所　FIXｽｸﾘｰﾝ

飾り棚

2

4

0

0

Ｃ

塩ビ廻り縁

既設ﾓﾙﾀﾙ面

1

2

0

3

0

8

既設ﾓﾙﾀﾙ下地調整 EP

1/10

既設ﾓﾙﾀﾙ面

ﾛｯｶｰ天板

軽量鉄骨Mﾊﾞｰ下地

PBt=9.5＋桧OSB合板t=5.5

1/10

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

(他室共通)

普通教室 杉板貼

(他室共通)

普通教室 掲示板

ｽｸｰﾙﾃﾝﾊﾟt=4 飛散防止フィルム貼

2

1

0

0

ｽｸｰﾙﾃﾝﾊﾟt=4 飛散防止フィルム貼

( 第 ２ 期 ）

見切 25×25 WP

見切 25×25 WP

見切 45×25 WP

既設木製巾木の上、巾木 桧 H=100 WP

軽量鉄骨壁(Mﾊﾞｰ)下地 PBt=9.5＋杉板t=12 WP

天板：桧集成材 UC t=20

天板：桧集成材 UC t=20

杉板t=12 WP

廻り縁:30×30 WP

木製ﾙｰﾊﾞｰ 桧45×45＠80 WP

木製巾木 H=100 WP

２０２２．１

C-14



1

8

0
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9
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0
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2

7

0

0

0
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・搬出入時間　　8：30　～　17：00　とする。（登下校時間は避けること）

※本工事は、執務並行改修となるため、施工にあたり施設管理者と十分調整を行うこと
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10

上記以外の時間に施工する場合は、監督職員の承諾を受ける。

・休日　　　　・土曜日　※日曜日　・祝日　とする。

　・登下校時間は監督職員と協議の上避けること。

　６ 施工条件 ・施工時間　　　8：30　～　17：00　とする。 （１．３．５）

（１．３．３）

（１．２．１）

（１．１．１２）

（１．１．４）

・適用する。　　　　・適用しない。

　・慎重工事

　・掘削着手時に文化財センター職員の立会い（調査に協力すること。）

埋蔵文化財包蔵地における土木工事等の対応

満たない場合は、変更契約時の提出を省略できるものとする。

の写しを直ちに監督員に提出する。なお、変更契約日と工事完了日の間が、１０日に

除き１０日以内に登録申請をする。また、「工事カルテ受領書」が届いた場合は、そ

を監督員確認のうえ（財）日本建設業情報総合センターに土曜日、日曜日、祝日等を

請負金額が５００万円以上の元請負人は、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報

※工事写真の撮り方（平成２４年版）建築編 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

                                                 建設大臣官房官庁営繕部監修

・建築鉄骨設計基準及び同解説（Ｐ１からＰ２９を適用）（平成１０年版）

※建築工事標準詳細図（平成２８年版）       国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　５ 電気保安技術者

　４ 概成工期

　　 埋蔵物

　３ 文化財その他の

　　 の登録

　２ 工事実績情報

　１ 適用基準等
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杭頭の処理

　杭頭カット　　　　・行う　　　　・行わない

　杭頭カット方法　　※ダイヤモンドカッター

　建築工事仕様

　１．共通仕様

　２．特記仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成

３１年版）による。（以下「標準仕様書」という。）

（１）項目は、番号に　　印のついたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

建設副産物に関しては、標準仕様書１．３．１１によるほか、

建築工事における建設副産物管理マニュアルに従い適切に処理する。

・引渡しを要するもの（                               ）

・特別管理産業廃棄物　※無　・有（　　　　　） 処理方法（　　　　　　　）

・現場において再利用をはかるもの（　　　   　   　　　　　　　　　　　　）

・再生資材の利用を図るもの（　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１．３．１１）

　　 測定

標準仕様書（１.５.４）により報告した場合、監督職員の検査を受ける。

・見本施工の実施　（　　　　　　　　　　　　）については見本施工を行う。

施工完了時に室内空気中の濃度測定を行い測定結果をまとめて報告する。

測定対象化学物質　：ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　　　　　　　　　　・パラジクロロベンゼン（学校環境衛生の基準）

測定対象室及び測定箇所数

測定方法　：※パッシブ採取による蒸気拡散式分析法　・厚生労働省の標準法

測定対象室を３０分間換気し、その後５時間閉鎖する。

測定は、換気設備又は空気調和設備を稼働させたまま行う。

測定時間は、原則として２４時間とする。但し２４時間測定が行えない場合は、

８時間測定（１０時３０分～１８時３０分）とする。

測定回数は１回とする。

（１．５．５）

（１．５．９）

　※各室１箇所　・各室２箇所

　※各室１箇所　・各室２箇所

　※各室１箇所　・各室２箇所

　※各室１箇所　・各室２箇所

測　定　箇　所　数測　定　対　象　室

４３２１

500＜Ａ200＜Ａ≦50050＜Ａ≦200Ａ≦50

測定箇所数　　　

室の床面積Ａ(㎡)

工事が完了したときは、「工事完成届」「完成写真」（各１部）を提出し、検査日に

完成検査を受ける。

部分払の請求をする場合は、「出来高部分検査要求書」（１部）を提出し、検査日に

出来高部分検査を受ける。

・電子データ（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）　　　２枚

・完成図：竣工図　　　　　　　　　　　　製本３部

　　作成方法は「営繕工事電子納品要領（平成３０年版）」による。

・施工図（構造躯体）　　　　　　　　　　製本１部

・施工図（カーテンウォール）　　　　　　製本１部

・施工計画書（カーテンウォール）　　　　　　１部

・竣工引継書（保全に関する資料）　　　　製本1部

　　資料は、建築物等の利用に関する説明書、機器取扱い説明書、機器性能試験

　　成績書、官公庁届出書類、主要な材料・機器一覧表等、各種工事施工業者一

　　覧表とし、詳細は提出時に担当監督員と協議するものとする。

（１．６．１）

（１．６．２）

（１．７．１）

（１．７．２）

（１．７．３）

下記のものを監督職員に提出（１部）する。ネガ等は撮影業者の保管とする。

規格　　　：※キャビネ版　・四つ切パネル　・全紙パネル

撮影箇所　：外部（　　）箇所　内部　（　　）箇所

撮影業者　：監督職員の承諾する業者とする。

・電子データはRGB(フルカラー)、JPEG形式最高圧縮とし、CD-Rにて提出する。

工事写真　：各工種、工程ごとに着工前から完成まで黒板入で撮影する。

　　　　　　表紙を設け、「工事写真」「工事名」「受注者名」を記入する。

完成写真　：工事完了後、施工部分について黒板入で撮影する。

　　　　　　表紙を設け、「完成写真」「工事名」「受注者名」を記入する。

検査写真　：完成検査において、検査官立会いのもと、黒板入で撮影する。

　　　　　　表紙を設け、「検査写真」「工事名」「受注者名」を記入する。

カラーサービス版をＡ４サイズ既製品又は洋白紙に貼付け綴じ、各１部提出する。

デジタルカメラにより撮影をする場合は、データ管理を徹底する。（バックアップ）

プリンタにより印刷する場合は、表面加工紙を用い、印刷をしたサンプルを提示し、

監督職員の承諾を受ける。写真サイズはカラーサービス版程度とする。

工事書類ファイルが３冊を超えるものに関しては、段ボールボックス（ゼネラル株

※図示のベンチマーク（Ｂ．Ｍ）　　　ｍｍ　（現状地盤はＢ．Ｍ　　　ｍｍ）

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、

在来にならい補修する。

式会社　easy cabinet Ａ４用　EC-001）に入れて提出すること。

工事目的物及び工事材料等については以下の保険に付す。

保険の目的　　※火災保険　　　※建設工事保険　　　※請負業者賠償責任保険

保険期間　　※工事着手から工事目的物引渡しまで

・分離発注工事の場合、建築工事施工者を統括安全衛生管理義務者とする。

　おいて規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するよう配慮すること。

　優先使用するよう配慮すること。

・本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力松阪市内の取扱業者から購入するよう配慮すること。

・本工事に使用する建設資材について、規格・品質等の条件を満足する者については、松阪市内産資材を

・本工事において、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方は松阪市内に本店（建設業法に

足場を設ける場合には、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」　１ 足場その他

（厚生労働省　平成21年4月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」による

ものとし、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、全ての作業床に

ついて手すり、中桟及び幅木の機能を有するものを設置する。

足場の組立等作業主任者、積載荷重等を足場に表示する。

足場の定期点検記録を作成し、監督職員に提出する。

（２．２．４）

　２ 仮設現場事務所

　３ 工事看板等

※設ける ：規模(面積）　・10  ・20  ・35  ・65  ・100 m2程度

・設けない

公衆の見易い場所に、「工事名称・受注者名等」、「建築基準法による確認済」、

「建設業の許可票」、「労働保険関係成立票」、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」、「施工体系図」等を掲げる。

構内既存の施設　：・利用できる（※有償・無償）　※利用できない

構内既存の施設　：・利用できる（※有償・無償）　※利用できない

　４ 工事用水

　５ 工事用電力

　１ 埋戻し及び盛土

　２ 建設発生土の処理

材料及び工法は、標準仕様書（表３．２．１）において以下の種別とする。

　・Ａ種 　※Ｂ種 　・Ｃ種 　・Ｄ種

　上記種別がＢ種又はＣ種で、土質が埋戻し及び盛土に適さない場合は、監督職員と

　協議する。

建設汚泥については、「建設汚泥の再利用に関するガイドライン」に基づき、積極的

に再利用を促進し、最終処分場への搬出量を削減する。

※構内指示の場所に敷きならす。

・構内指示の場所にたい積する。

・指定場所に搬出し、関係法令に従い、適切に処理する。

　　処分地の名称　：　　　　　　　　　　所在地　：

・構外に搬出し、関係法令に従い、適切に処理する。

搬出車両は、地方運輸局長から表示番号の指定を受けた車両とする。

　　土地所有者等との承諾書の写しを監督職員に提出する。

（２．３．１）

（３．２．３）

（表３．２．１）

（３．２．５）

　３ 建設発生土情報

　　 交換システム

本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象

工事であり、請負者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更があっ

た場合、速やかに当該システムのデータ更新を行うものとする。

尚、これにより難い場合には、監督職員と協議しなければならない。

※撤去する　　・存置する（監督職員と協議する。）　４ 山留めの撤去

　１ 試験杭

　２ 載荷試験

　３ 報告書等

　４ 既製コンクリート

　　 杭及び鋼杭地業

※最初の一本を試験杭とする。

・試験杭を施工する。（位置：図示による　本数：　　本）

杭の載荷試験　　：・適用する　　※適用しない

地盤の載荷試験　：・適用する　　※適用しない

施工完了後、監督職員に１部提出する。※完成書類にはこれとは別に綴ること。

支持地盤　設計ＧＬ－　　　ｍ

既製コンクリート杭の種類

　・ＰＨＣ杭　・ＳＣ杭　・ＰＲＣ杭

（４．２．２）

（４．２．３）

（４．２．４）

（４．２．５）

（４．３．３）

鋼杭の種類

　・Ｈ形鋼杭(JIS A 5526)　［・SHK400　・SHK400M　・SHK490M　］

（４．４．３）

（４．２．２）

（４．３．３）

（４．４．３）

先端形状　　　・開放形　　・閉そく形　　

継手の工法　　※アーク溶接継手

　　　　　　　・無溶接継手（工法：　　　　　　　　　　　　）

杭の施工方法 

　・セメントミルク工法

　　　アースオーガーの掘削深さ　　支持地盤－１．５ｍ

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　支持地盤－１．０ｍ

　　　杭の精度　　水平方向１００mm以下とし、超えた場合は監督員の指示を受ける。

（４．３．６）

（４．４．５）

（４．３．４）

（４．３．５）　・特定埋込み杭工法

　 　　　　支持地盤　設計ＧＬ－　　　ｍ

　　　杭周固定液　　　・使用する　　・使用しなくてもよい

（４．３．８）

（４．４．６）

　５ 砂利地業

　６ 捨コンクリート地業

厚さ　※６０ｍｍ　　・　

砂利　※再生クラッシャラン　　・切込砂利又は切込砕石　　C40程度

厚さ　※５０ｍｍ　　・　

型枠等を使用し、平坦に仕上げる。

※適用する　　　　・適用しない

（４．６．２）

（４．６．３）

（４．６．４）

（４．６．５）

　　土間スラブ下とし、基礎梁に250mm程度のみ込み、その部分の丸セパは折る。

　　捨コンクリートがある場合は、その直下、断熱材がある場合は、その直下とする。

　７ 床下防湿層

　１ 鉄筋の種類

　２ 鉄筋の継手

　３ 鉄筋のかぶり厚さ

　４ 各部の配筋

　５ 圧接完了後の試験

　６ 溶接金網

※異形鉄筋　JIS G 3112

　Ｄ１６以下　※ＳＤ２９５Ａ　・　

　Ｄ１９以上　※ＳＤ３４５　　・　

柱の主筋・梁の主筋：　※ガス圧接継手　・　

その他の鉄筋：　　　　※重ね継手　・　

長さは（表５．３．２）による。

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、（表５．３．６）による。

・その他部分の最小かぶり厚さ

　　・土に接する軽量コンクリート：（表５．３．６）に10mm加えた寸法とする。

　　・屋外に面する打放し部分：　　（表５．３．６）に10mm加えた寸法とする。

各部配筋参考図　１節から７節による。

試験方法　　※超音波探傷試験    ・引張試験

形状及び寸法：　※径6mm　網目寸法100×100　・径6mm　網目寸法150×150

（５．２．１）

（表５．２．１）

（５．３．４）

（表５．３．２）

（５．３．５）

（表５．３．６）

（５．３．７）

（５．４．１０）

（５．２．２）

　１ コンクリートの

　　 種類

　２ コンクリートの

　　 強度

　３ 構造体コンクリ

　　 ートの強度

※コンクリート　Ⅰ類とする。

・特殊な要求性能におけるコンクリート（　　　　　　　　　）

（６．２．１）

（６．２．２）

（６．２．２）設計基準強度以上とし、所定の供試体の圧縮強度を基に推定する。

　４ 気乾単位容積質量

　５ コンクリートの

　　 仕上り

２．１ｔ/ｍを超え２．５ｔ/ｍ以下を標準とする。

許容差や測定方法：　　※（表６．２．３）による。　・　

打放し仕上げの種別：　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　

仕上りの平坦さ：　　　※（表６．２．5）による。　・　

（６．２．３）

（６．２．５）

（表６．２．４）

（６．３．１）　６ セメント

　７ 骨材

　８ 混和材料

フェロニッケルスラグ細骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ細骨材

　・使用する　　　※使用しない

川砂を用いる場合は、配合報告書に採取場所（地域）を明記し、監督職員に提出する。

混和剤の使用：　・ＡＥ剤　・ＡＥ減水剤　・高性能ＡＥ減水剤　※使用しない

混和材の使用：　・フライアッシュのⅠ種又はⅡ種

　　　　　　　　※使用しない

混和材料を使用する場合は、種類、使用方法及び使用量の分かる資料により、監督

職員の承諾を受ける。

（６．３．１）

（６．３．１）

　９ 打継ぎ

１０ 型枠

打継ぎ目地寸法：　※幅20mm以上、深さ10mm以上　・幅15mm以上　深さ10mm以上

打継ぎ面は、水がたまらないようにし、レイタンス及び脆弱なコンクリートを取り

除き、健全なコンクリートを露出させる。

コンクリート打放し仕上げの打増し厚さ：　※20mm　・10mm

ひび割れ誘発目地寸法：　※幅20mm以上、深さ10mm以上　・幅15mm以上、深さ10mm以上

床型枠用鋼製デッキプレートを用いる場合は、実績等の資料を監督職員に提出する。

断熱材を兼用した型枠材

　　厚さ：※25mm　・　

　　断熱抵抗（厚さ／熱伝導率）：0.676以上（t・m2・kl/w）

（６．６．４）

（６．８．２）

（６．８．３）

（６．８．２）

＃柱及び梁以外の箇所で、開口補強が不要であり、かつ、スリーブ径が200mm以下の

　部分は、紙チューブでよい。

＃硬質塩化ビニル管は、防火区画に使用しない。

１２ 寒中コンクリート 適用期間：日平均気温が４℃以下になると予想されるとき。

初期凍害防止の為の初期養生計画、構造体コンクリートが所定の材齢までに所要の

（６．１１．１）

１３ 暑中コンクリート

１４ マスコンクリート

１５ 無筋コンクリート

強度を得る為の材料・調合及び養生の計画、さらにその管理方法を定めて監督職員の

承諾を受けること。

適用期間：日平均気温が２５℃を超えると予想されるとき。

構造体強度補正値(Ｓ)は、６N/㎜ とする。

部材断面の最小寸法が大きく、かつ、セメントの水和熱による温度上昇で有害なひび

割れが入るおそれのある部分のコンクリートに適用する。

適用箇所は（６．１４．１）による。

設計基準強度：　※18N/mm2　・　

スランプ：　※15cm以下　・18cm以下　

（６．１２．１）

（６．１２．２）

（６．１３．１）

（６．１４．１）

１６ 流動化コンクリート 普通コンクリートに流動化剤を添加し、これを攪拌して流動性を増大させたコンクリ

ートに適用する。

（６．１５．１）

スリーブの材種使用場所

　外壁の地中部分等水密を要する部分

　地中部分等水密を要しない部分

　その他の部分

　※つば付き鋼管　・　

　※硬質塩化ビニル管　・　

　※つば付き溶融亜鉛めっき鋼板

　・　

使用部位セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

　・高炉セメントＢ種又はフライアッシュセメントＢ種

・１８（N／mm2）

※２１（N／mm2）

適用箇所設計基準強度　Fc

KN/本

杭径(m) 長さ(m) 継手箇所数 長期設計支持力 セット数

KN/本

KN/本

KN/本

KN/本

KN/本

KN/本

試験杭

本　杭

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

特 記 仕 様 書 ( 1 )

3 6

+310

-100

　・鋼管杭(JIS A 5525)　　［・SKK400　・SKK490　・STK400　・STK490］

0.2163

0.2163

1

3

400

400

・先端羽根付

機械式継ぎ手

6

6

7.25

基礎

捨て　土間

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

EV-01

（ 第 ２ 期 ）

（１．３．７）　７ 施工中の安全確保 三重県公共工事共通仕様書（1-1-1-27）を準用するものとし、安全教育等を実施する。

近隣等との折衝に関しては、標準仕様書１．３．７によるほか、

着工前に十分説明を行い、施工中は苦情を受けないように努力する。

（１．３．７）　８ 近隣等との折衝

　９ 事故報告 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、

事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること。

（１．３．９）

１０ 発生材の処理等

本工事は、建設副産物情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象

工事であり、受注者は、施工計画作成時、工事完了時及び登録情報の変更が生じた場

合は速やかに当該システムにデータの入力を行うものとする。

尚、これにより難い場合には、監督職員と協議しなければならない。

　　 交換システム

１１ 建設副産物情報

松阪市の環境方針に基づき、環境に配慮した工事の推進を図る。

国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（グリーン購入法）により、環境負

荷を低減できる材料を選定するように努める。

使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき、指定された建設機械を使用する。

使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとする。

ただし、ＪＩＳ及びＪＡＳのマーク表示のない材料等を使用する場合は、設計図書に

定める品質及び性能を有することの証明となる資料等又は外部機関が発行する資料等

の写しを、監督職員に提出して承諾を受ける。

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

材料の色、柄等については、監督職員の指示を受け、見本を提示し、承諾を受ける。

（１．４．１）

（１．４．２）

・適用する。　　・適用しない。　　※可能なものについては積極的に活用する。

　適用する技能士

・鉄筋施工

・とび（鉄骨工事）

・石材施工       

・タイル張り    

・左官

・塗装（建築塗装）

・表装（壁装作業）

・造園

・型枠施工

・ブロック建築

・防水施工       

・建築大工   

・スレート施工     

・サッシ施工

・ガラス施工

・ＡＬＣパネル施工 

・建築板金（屋根・とい工事）        

・防水施工（シーリング）

・内装仕上げ施工

・内装仕上げ施工（天井鋼製下地）

・建具製作（木製建具）  

・カーテンウォール施工（メタルのみ）

（１．５．２）

１２ 特定建設資材の

　　 再資源化等

本工事は、建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）に

定める「対象建設工事」となるため、特定建設資材の分別解体等及び再資源化等の実

施について適正な措置を講ずることとする。

１３ 環境への配慮

１４ 材料の品質等

１５ 技能士

１６ 施工の検査等

１７ 化学物質の濃度

１８ 工事検査

１９ 完成時の提出図書

２０ 竣工写真

２１ 工事写真

２２ 設計ＧＬ

２３ 養生その他

２４ 工事書類

２５ 火災保険等

２６ 労働安全衛生法

２７ 市内企業等優先使用

　　ただし、処分地未定につき別途協議する。（暫定運搬距離　10km）

・施工期間　　契約日　 ～　　 /　　とする。

２０２２．１



　５ 普通ボルト

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

　

　

　

７

　

章

　

　

鉄

　

骨

　

工

　

事

施工箇所種類記号

ＭＳ－２

　

　

　

 

　

章

　

　

屋

　

根

　

及

　

び

　

と

　

い

　

工

　

事

１３

（１３．２．２）

（表１３．２．１）

（１３．２．３）

（１３．３．２）

（表１３．２．１）

（１６．１．３）

（１６．１．３）

（１６．１．４）

（１６．１．６）

（表１６．２．１）

（１６．２．２）

（表１４．２．１）

（１６．２．３）

１５

　

　

　

 

　

章

　

　

左

　

官

　

工

　

事

１６

　

　

　

 

　

章

　

　

建

　

具

　

工

　

事

　

　

　

 

　

章

　

　

建

　

具

　

工

　

事

１６

　

　

　

９

　

章

　

　

防

　

水

　

工

　

事

ＳＲ－２

ＰＵ－２

変成シリコーン系

シリコーン系

 ・ＡＩ－２

 ・Ｄ－２

 ・Ｅ－２

施工箇所

 ・Ａ－２

　

　

８

章

　

　

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

　

　

　

９

　

章

　

　

防

　

水

　

工

　

事

種別

ポリウレタン系

（表１３．５．１）

（１３．５．２）

　

　

　

 

　

章

　

　

金

　

属

　

工

　

事

１４

（１４．２．１）

（１４．２．２）

（１４．２．３）

（表１４．２．１）

（表１４．２．２）

（１４．４．２）

（１４．４．４）

（１４．６．２）

（１４．６．３）

（１４．７．２）

（表１４．７．１）

（１４．８．２）

（１４．８．３）

（１４．５．２）

（表１６．３．１）

（１６．３．２）

（１６．４．２）

（表１６．４．１）

（１６．５．２）

（１６．５．３）

（１６．６．４）

（１６．６．５）

（１６．７．２）

（１６．８．４）

（１６．９．３）

（１６．１１．２）

（表１６．１１．１）

（１６．１２．２）

（表１６．１２．１）

（１６．１２．４）

（１６．１３．２）

（１６．１３．３）

１７

　

　

　

 

　

章

　

　

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

（１６．１４．２）

（１６．１４．４）

（１６．１４．５）

（１７．１．３）

（１７．３．２）

（１７．２．２）

（表１４．２．１）

（１２．２．１）

　

　

　

 

　

章

　

　

木

　

工

　

事

１２

（１２．２．１）

（１２．２．１）

（１２．２．２）

（１２．３．１）

１２ 耐火被覆

　

　

　

 

　

章

　

　

タ

　

イ

　

ル

　

工

　

事

１１

(mm)

備考

（１１．２．２）

（１１．３．２）

（１１．３．１）

（１１．２．１）

（１１．３．１）

１０

（表１１．３．１）

（表１１．２．２）

　

　

　

 

　

章

　

　

石

　

工

　

事

（１２．２．１）

（１５．３．４）

（６．８．２）

（１５．３．４）

（１５．５．２）

（表１５．５．１）

（１５．６．２）

（表１５．６．１）

（表１５．６．２）

（１５．１２．３）

（表１６．３．３）

（表１６．３．４）

　１ 鉄骨製作工場

　２ 施工管理技術者

　３ 鋼材の種類

　４ 高力ボルト

　６ アンカーボルト

　７ デッキプレート

　８ 工作図

※下記グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場、又は同等以上の能力のあ

　る工場：　　グレード　　・Ｓ　・Ｈ　・Ｍ　・Ｒ　・Ｊ

・監督職員の承諾する工場

※適用する。　　　　・適用しない。

　　　・ＳＴＫＲ４００　　・ＢＣＲ２９５　　　　　　 

※トルシア形高力ボルト　　・ＪＩＳ形高力ボルト

・溶融亜鉛めっき高力ボルト

※ボルト及びナットの材料等は（表７．２．３）による。

・ボルト及びナットの材料等：

建方用アンカーボルトの材質：　ＪＩＳ Ｇ3101に適合するもの

構造用アンカーボルトの材質：　ＪＩＳ Ｇ3138に適合するもの

・ＳＮＲ４００Ａ　・ＳＮＲ４００Ｂ　・ＳＮＲ４９０Ｂ

・構造床としてＪＩＳ Ｇ3352に適合するもの　　　　　材質：

・合成スラブとしてＪＩＳ Ｇ3352に適合するもの　　　材質：

・その他のデッキプレート　　　　　　　　　　　　　 材質：

工作図は、監督職員又は監理者に提出し、承諾を受ける。

※高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等は、公共建築工事

標準仕様書(平成１９年度版）別図２（１．１）（１．２）（１．３）による。

（７．１．４）

（７．１．３）

（７．２．１）

（表７．２．１）

（７．２．２）

（７．１２．４）

（７．２．３）

（表７．２．３）

（７．２．４）

（７．２．７）

（７．３．２）

　９ 溶接接合 ※公共建築工事標準仕様書(平成１９年度版）別図２（３．１）による。

・開先の形状は、図示による。

完全溶込み溶接部の試験　  ※超音波探傷試験　・ １０ 溶接部の試験

１１ 錆止め塗装 塗料の種別：※鉛・クロムフリーさび止めペイント Ａ種　JIS K 5674

耐火被覆材の接着する面で外部に面する部分：・塗装を行う　※塗装を行わない

（７．６．４）

（７．６．１２）

（７．８．４）

（表１８．３．１）

（７．８．２）

１３ アンカーボルト

１４ 柱底均しモルタル

アンカーボルトの保持及び埋込み工法

※Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

※Ａ種の場合：　５０mm　　・Ｂ種の場合：　３０mm

　　　・耐火材巻付け　　　・ラス張りモルタル塗り

種別　・耐火材吹付け　　　・耐火板張り

　１ 補強コンクリート ブロックの種別：　※空洞ブロック１６－Ｎ　・　

　　 ブロック造

　２ コンクリートブロ

　　 ック帳壁及び塀

　３ ＡＬＣパネル

ブロックの種別：　※（表８．３．１）による　・　

化粧ブロック塀：　・適用する　　・適用しない

（８．２．２）

（表７．１０．２）

（７．１０．３）

（表７．１０．１）

（７．１０．３）

（７．９．２）

（８．３．２）

（表８．３．１）

（８．４．２)

（８．４．３)

（８．４．４)

（８．４．５)

　４ 押出成形セメント板

　１ アスファルト防水

（８．５．２)

（８．５．３)

（８．５．４)

（９．２．３)

（表９．２．３)

～

（表９．２．９)

Ｄ－２工法の脱気装置：　 ※設ける　　・設けない

Ｅ－２工法の保護層：　 　※設ける　　・設けない

断熱材の厚さ：　　※25mm　・　

立上り部の保護層：　・れんが　・コンクリート　・モルタル　・乾式保護材

（９．２．２）

（９．２．５）

　２ 改質アスファルト

　　 シート防水

　３ 合成高分子系ルー

　　 フィングシート

　　 防水

（９．３．３）

（表９．３．１）

～

（表９．３．３)

（９．４．３）

（表９．４．１）

～

（表９．４．３)

 ・Ｓ－Ｆ１

 ・Ｓ－Ｆ２

 ・Ｓ－Ｍ２

 ・Ｓ－Ｍ１

 ・Ｓ－Ｍ３

施工箇所 使用分類 仕上塗料 厚さ(mm)

※非歩行

※軽歩行

・軽歩行

※非歩行

※非歩行

※カラー 

・シルバー

・1.5mm　※2.0mm

※1.2mm　・1.5mm

※1.5mm　・2.0mm

※1.5mm　・2.0mm

※1.2mm　・1.5mm

種別

施工箇所

 ・ＡＳ－Ｊ１

 ・ＡＳ－Ｊ２

 ・ＡＳＩ－Ｊ１

種別

種類 表面形状

※フラットパネル

・デザインパネル

※フラットパネル

耐火性能

・Ａ種・Ｂ種

・Ａ種・Ｂ種

取付工法

・30min ・1h

・30min ・1h

・30min ・1h ・Ｂ種・Ｃ種

 ・外壁

 ・間仕切壁

・50 ・60 ・100

・50 ・60 ・100

・50 ・60 ・100

板厚(mm)

負荷重正荷重

幅(mm)

150

100

100

100

1h

1h

1h

1800 1200

2000 1000

3600

600

600

600

600

種類 取付工法

30min

 ・床

 ・屋根

 ・間仕切壁

 ・外壁 ・Ａ種　・Ｂ種

厚さ(mm)

設計荷重(N/㎡)

耐火性能

※Ｆ種

※Ｆ種

・Ｃ種・Ｄ種・Ｅ種

　４ 塗膜防水

　５ シーリング

　６ 品質管理

（９．５．３）

（表９．５．１）

（表９．５．２）

（９．７．２）

（表９．７．１）

（９．７．５）

Ｘ－１工法の脱気装置　 ※有（平場脱気型、設置数量：１箇所/50㎡ ）　・無

下表以外は（表９．７．１）による。

シーリング材の試験：　※適用する（簡易接着性試験）　　・適用しない

膜厚測定：　※適用する（過電流式膜厚計等）　　・適用しない

材質：　・ステンレス製　　※監督職員と協議による。

文字：　・彫り込み印刷　　※監督職員と協議による。

施工業者名、竣工日を明記すること

　７ 竣工プレート

　１ 天然石

　２ テラゾ

（１０．２．１）

（表１０．２．１）

（表１０．２．２）

（１０．１．５）

（１０．２．１）

（１０．６．２）

（１０．２．１）

（表１０．２．２）

清掃その他　ワックス（床面）　※使用しない　　・使用する

ジェットバーナー仕上面のバフ仕上　※有り　・無し

石裏面処理（床面）　  ※適用する　・適用しない

　１ 陶磁器質タイル タイルの種類

　２ 内装タイル張り

　　 の工法

　３ 外装タイル張り

　　 の工法

見本焼き：　　　　　※行わない　　　・行う

タイルの試験張り：　※行わない　　　・行う

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

・密着張り　※改良積上げ張り　・改良圧着張り

※接着剤によるタイル張り

・有機質接着剤（タイプⅠ）　※有機質接着剤（タイプⅡ）

※後張り工法

（１１．２．１）

＃高圧水洗による目荒しは、５０ＭＰａの水圧で2.5分/m程度とする。

・型枠先付け工法

工法： 　※タイルシート工法　・目地桝法 　・桟木法

工法：　・密着張り　・改良積上げ張り　※改良圧着張り　・接着剤張り

躯体表面処理：　※目荒し工法（高圧水洗）

　　　　　　　　・ＭＣＲ工法（ＭＣＲ工法用シート）

　１ 木材

　２ 集成材

・製材：　　※日本農林規格　・日本農林規格以外

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・造作用集成材

・造作用単板積層材

　３ 床張り用合板等 ・合板

　４ 接着剤

　５ 防腐・防蟻処理

接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の塗布等によるもの

・薬剤の加圧注入によるもの

・製材の日本農林規格によるＤ１の樹種の心材のみを用いたもの

・木材については、地場産業材（松阪市）を使用するものとする。

※含水率

・構造材・下地材　Ａ種　20％以下

・造作材　　　　　Ａ種　15％以下（現場にて測定するものとする）

　６ 木材

合板の種類 厚さ(mm)

・構造用合板

　５．５

接着の程度

※１類

・２類

・３類

・特類

※１類

樹種

　表面の品質

・１級

※２級

　針葉樹　※ C-D

材面の品質

１２．０

・普通合板　

・パーティクルボード

ボードの種類

・素地

厚さ(mm)

１５．０

接着の程度

・18 ※13 ※Ｐ又はＭ

・単板張り １５．０ ※30-15 ※Ｐ又はＭ

※Ｆ☆☆☆☆

・Ｆ☆☆☆　

曲げ強さ

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

※ C-D

・　

　広葉樹 ・１等 ※２等

ホルムアルデヒド放射量

※１類

接着の程度
樹種

表面の品質

厚さ(mm)

５．５

見付け材面の品質

・１種

接着性能

使用環境１

樹種名

寸法

磁器

せっ

器

陶器
無

有
無 有

標準特注

使用

再生材
形状寸法 釉薬きじの質 役物 色

施工箇所

施工箇所 種石の種類 仕上面の区分表面仕上種石の大きさ(mm)

※大理石 ※1.5～12 ※水磨き ※片面仕上

施工箇所 種類（名称） 厚さ(mm) 表面仕上の種類

床

壁

汚垂石

　※ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｰﾅｰ　・　

　※本磨き　・　

　※本磨き　・　

２０

２０

２０

種別 施工箇所 仕上塗料

※カラー  ・Ｘ－１

 ・Ｘ－２

 ・Ｙ－１

 ・Ｙ－２

適用部位

・シルバー

保護層

※有り

　屋根

　地下外壁

　屋内

　１ 長尺金属板葺

　２ 折板葺

　３ とい

　１ 表面処理

・断熱材：　※ガラス繊維シート　厚さ ５mm（30分耐火）

　　　　　　・グラスウール　厚さ １００mm（10kg/m3 ）（ダブル式折板）

材種：  ・配管用鋼管　※硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

　　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＵ）

　２ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類：　屋内　※１９型　・２５型

　　　　　　　　屋外　・１９型　※２５型

屋外の耐風圧補強：　・なし　※あり

屋内の耐震補強：

※あり（室名：　　　　　　　　　　　　　　　）　・なし

（　・ブレス補強　・ハンガービス止め　・クリップビス止め　）

　３ 軽量鉄骨壁下地

　４ 金属成形板張り

スタッドの高さが５．０ｍを超える場合

※必要に応じ補強部材を追加する　・監督職員と協議する

伸縮調整継手：　※なし　　　・あり

　５ アルミニウム製笠木

　６ 手すり及びタラップ

表面処理：　※Ｂ－１種　・Ｂ－２種（・ブロンズ系　※ステンカラー）

・手すりの種別：　　※ステンレス　・スチール　・アルミニウム

・タラップの種別：　※ステンレス　・スチール　・アルミニウム

　１ セルフレベリング

　　 材塗り

　２ 仕上塗材仕上げ

セルフレベリング材：　・せっこう系　※セメント系

　３ ロックウール 仕上げ吹付厚さ：　　　　　mm

　１ 一般事項

　２ アルミニウム製

　　 建具

・防火戸の指定：　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

・防火戸の自動開閉機構：　※連動する　　・連動しない

・建具見本：　・製作する　　※製作しない

・防犯建物部品：　・適用する　　・適用しない

外部に面する建具（引き戸は除く）

性能等級：　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

表面処理：　　※Ｂ－１種　・Ｂ－２種（・ブロンズ系　※ステンカラー）

・防音サッシ（ドア）　（等級：　　　　）

・断熱サッシ（ドア）　（等級：　　　　）

・耐震ドアセット　　　（等級：　　　　）

内部建具

表面処理：　　・Ｂ－１種　・Ｂ－２種（・ブロンズ系　※ステンカラー）

　　　　　　　※Ｃ－１種　・Ｃ－２種（・ブロンズ系　※ステンカラー）

　３ 網戸

　４ 樹脂製建具

　５ 鋼製建具

　６ 鋼製軽量建具

　７ ステンレス製建具

　８ 木製建具

　９ 鍵

１０ 自動ドア開閉装置

１１ 重量シャッター

防虫網：　※ステンレス製　・合成樹脂製

網目：　　※１６メッシュ     ・　

外部に面する建具

気密性：　　※Ａ－４　　

水密性：　　・Ｗ－４　※Ｗ－５　

遮音性：　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　

断熱性：　　・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６

簡易気密ドアセット性能等級

気密性：　　※Ａ－３　・　

水密性：　　※Ｗ－１　・　

簡易気密ドアセット性能等級　気密性：　※Ａ－３

材料：　・鋼板　・カラー鋼板　・ビニル被覆鋼板

召合せ・縦小口包み板等：　※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム押出形材

表面仕上げ：　※ＨＬ　・鏡面　・　

曲げ加工：　　※普通曲げ　・角出し曲げ

建具材の含水率：　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

マスターキー：　・製作しない　　※製作する　　　　　　　　　　　

鍵の本数：　　　※３本１組　・　

センサー種類：　※光線スイッチ　・熱線スイッチ　・タッチスイッチ

シャッターの種類：　・管理用　・外壁用防火　・屋内用防火　・防煙

管理用及び外壁用防火シャッターの耐風圧強度：　（　　　　　　）N/㎡

開閉方式：　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

※防火防煙シャッターには危害防止機構（障害物感知装置（自動閉鎖型））を設ける。

シャッターケース：　※設置する　　・設置しない

１２ 軽量シャッター

１３ オーバーヘッドドア

開閉方式：　・上部電動式（手動併用）　※手動式

耐風圧強度：　（　　　　　　）N/㎡

電動式の場合は、保護装置及び障害物感知装置を設ける。

スラットの形状：　※インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

セクション材料：　※スチール　・アルミニウム　・ファイバーグラス

耐風圧強度：　（　　　　　　）N/㎡

開閉方式：　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

収納方式：　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　※バーチカル形

ガイドレールの材料：　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス鋼板

１４ ガラス 各ガラスの厚さ・種類・区分等は、設計図書による。

ガラス留め材：　※シーリング　　・ガスケット

熱線反射ガラスの映像調整：　・行う　　・行わない

１５ ガラスブロック

１６ ガラス用フィルム

　１ カーテンウォール

　　 の性能

壁用金属枠、補強材及び金属製化粧カバー等は、設計図書による。

JIS A 5759によるものとする。

耐風圧性：　・Ｓ－４　　・Ｓ－５　　・Ｓ－６

耐震性（ＲＣ造・ＳＲＣ造）：　※±１／２００　　・　

　　　（Ｓ造）　　　　　　：　※±１／１００　　・　

上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留がなく、目地の補修程度で

済むこと。

水密性：　・Ｗ－４　　・Ｗ－５

気密性：　・Ａ－３　　・Ａ－４

耐火性：　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

　２ メタルカーテン

　　 ウォール

種類：　※アルミニウム製　　・鋼製　　・ステンレス製

アルミニウムの表面処理：

※Ｂ－１種　・Ｂ－２種（※ブロンズ系　・ステンカラー）

カーテンウォールの方式

・方立方式　　・バックマリオン方式（・２辺支持構法　　・ＳＳＧ構法）

シーリング材及びガラス取付材料：　※（表９．７．１）による

断熱材：　・硬質ウレタンフォーム（厚さ　　mm）　・　

　３ ＰＣカーテン

　　 ウォール

シーリング材及びガラス取付材料：　※（表９．７．１）による

耐火目地材：　

断熱材：　※硬質ウレタンフォーム（厚さ　　mm）　・　

仕上げ：　※磁器質タイル（型枠先付け工法）　　・　

・飛散防止率　Ｄ２・　　　

※第２種 ※飛散防止率　Ｄ１

・外張り

※内張り

性能値張り面種類名称

※ガラス飛散防止フィルム

・

・防火設備

※なし　　

・熱線反射　　　　

・クリア　　・乳白

・　　　　　　　　　　

・１４５×１４５×９５

防火認定色調呼び寸法(mm)

・　　　　

・プレーン

表面形状

種類 呼び名 仕上げの形状 工法 上塗材

 ・薄付け

 　仕上塗材

 ・

 ・複層

 　仕上塗材

 ・軽量骨材

 　仕上塗材

 ・外装薄塗材Ｅ

 ・

 ・内装薄塗材Ｅ

 ・

 ・複層塗材Ｅ

 ・複層塗材ＲＥ

 ・複層塗材ＣＥ

 ※防水形複層塗材Ｅ

 ・防水形複層塗材ＲＥ

 ・防水形複層塗材ＲＳ

 ・吹付用軽量骨材

 ・こて塗用軽量塗材

 ・砂壁状

 ・ゆず肌状

 ・可とう系外装薄塗材Ｅ

 ・

 ※砂壁状

 　じゅらく

 ・

 ・凸部処理

 ・凹凸状

 ・ゆず肌状

 ※砂壁状

 ※平たん状

 ※吹付け

 ・ローラー

 ・

 ※吹付け

 ・

 ※ローラー

 ・

 ※吹付け

 ※こて塗り

 樹脂：

 ※アクリル系

 ・ウレタン系

 つや：

 ※あり　・なし

形状 製法

・　　　 ・　　　

表面処理板幅(mm)板厚(mm)材質

・スパン

　ドレル型

・パネル型

※押出し

・ロール

※プレス

※アルミニウム

・ステンレス　

※１．０ ※１００ ※Ｂ－１種　

・Ｂ－２種　

・ブロンズ系

※ステンカラー

屋外

屋内

材種
表面処理

施工箇所
備考

ステンレス

アルミニウム

鉄鋼

　※ＨＬ

　・鏡面

　※Ｂ－１種

　・溶融亜鉛めっきＢ種

　※溶融亜鉛めっきＣ種

　・電気亜鉛めっきＦ種

※ブロンズ系

・ステンカラー

　・Ｂ－２種

※有り

形式 山ﾋﾟｯﾁ(mm)山高(mm)材料 厚さ(mm) 軒先面戸板

・　　　・　　　・　　　　 ・無し

・８０程度・２００ ・０．８・重ね形

※はぜ締め形

※塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜

　亜鉛合金めっき鋼板

屋根葺形式 材料 厚さ(mm) 下葺

※瓦棒葺

・平葺　

・横段葺

・　　　

・塗装ステンレス鋼板

※０．５※塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜

　亜鉛合金めっき鋼板
・　　　

※改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

特 記 仕 様 書 ( 2 )

材質　・ＳＳ４００　　　　・ＳＮ４００Ａ．Ｂ．Ｃ　・ＳＮ４９０Ｃ

・ＳＳ４００　・ＳＳ４９０　・ＳＤ４９０

建具周囲

EV棟屋根

立上り

種類：　※２５０型　・２７５型　・３００型   ・３５０型

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

EV-02

（ 第 ２ 期 ）

２０２２．１



特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

１８

　

　

　

 

　

章

　

　

塗

　

装

　

工

　

事

（１８．１．３）

（１８．２．３）

（１８．２．２）

（１８．２．４）

（１８．２．５）

（１８．２．６）

（１８．２．７）

（１８．３．２）

１９

　

　

　

 

　

章

　

　

内

　

装

　

工

　

事

（１９．２．２）

（１９．２．２）

（１９．２．２）

7

（１９．４．２）

（１９．７．２）

（表１９．７．１）

　

　

　

 

　

章

　

　

内

　

装

　

工

　

事

１９

（１９．７．３）

（１９．８．２）

（１９．９．２）

（１９．９．３）

・ウレタンフォームの難燃性：　※あり（難燃3級）　・なし

２０

（２０．２．２）

（２０．２．３）

　

　

　

 

　

章

　

　

ユ

　

ニ

　

ッ

　

ト

　

及

　

び

　

そ

　

の

　

他

　

の

　

工

　

事

（２０．２．４）

（２０．２．５）

（２０．２．６）

（２０．２．８）

（２０．２．１０）

（２０．２．１１）

（２０．２．１２）

（２０．２．１３）

２０

　

　

　

 

　

章

　

　

ユ

　

ニ

　

ッ

　

ト

　

及

　

び

　

そ

　

の

　

他

　

の

　

工

　

事

（２０．２．１４）

（表２０．２．１）

　

　

　

 

　

章

　

　

排

　

水

　

工

　

事

２１

材種 継手管の種類

（２１．２．１）

（表２１．２．１）

２２

　

　

　

 

　

章

　

　

舗

　

装

　

工

　

事

（２２．２．２）

（２２．２．３）

（２２．２．５）

（２２．３．２）

（２２．３．３）

（２２．４．３）

（２２．４．２）

（２２．４．６）

（２２．５．２）

　　　　　　　　　　　　　・　

　

　

　

 

　

章

　

　

植

　

栽

　

及

　

び

　

屋

　

上

　

緑

　

化

　

工

　

事

２３

（２３．２．２）

（２３．２．３）

（２３．３．２）

（表１８．３．２）

（２１．２．２）

（２３．４．２）

（２３．５．２）

（２３．５．３）

（２３．４．３）

（１９．４．３）

（表１９．４．４）

（表２２．３．１）

（２２．８．４）

（２２．９．２）

（２２．９．３）

（表２３．２．２）

（１９．５．２）

（１９．５．３）

（１９．５．４）

（１９．５．５）

（１９．６．２）

（表１９．６．１）

（１９．５．６）

（表１９．４．８）

（表１９．４．５）

　

　

　

　

～

　

　

　

　

（１９．３．２）

（表１９．３．２）

（１９．３．２）

　１ 材料

　２ 素地ごしらえ

　３ 錆止め塗料塗り

　４ 屋根用塗料塗り

ホルムアルデヒドの放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

防火材料：　※屋内の壁及び天井の塗装仕上げは、防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き、防火材料とする（　　　　　　　　　　　）

使用数量計算書を添付した材料調書を作成し、監督職員に提出する。

木部（不透明塗料塗り）：　　　※Ａ種　　・Ｂ種

　　（透明塗料塗り）　：　　　・Ａ種　　※Ｂ種

鉄鋼面：　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）：　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

　　　　　　　（その他）：　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

モルタル面及びプラスター面：　・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート及びセメント面：　※塗り工法による　　・Ａ種　　・Ｂ種

せっこうボード及びその他のボード面：　・Ａ種　　・Ｂ種

鉄鋼面の種別：　※Ａ種　・エポキシ系

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）の場合、Ｂ種とする。

亜鉛めっき鉄鋼面の種別：　・Ａ種（屋外、屋内）※Ｂ種（屋外・屋内）・Ｃ種

種別：　　※遮熱塗料　　・ウレタン系塗料　　・シリコン系塗料

塗料名：　（　　　　　　　　　　　　　）又は、同等品以上とする。

塗布量、施工方法等はメーカー仕様による。

　５ 床用塗料塗り 種別：　　※ウレタン系　　・エポキシ系　　・アクリル系　　・　

仕上げ：　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ

塗料名：　（　　　　　　　　　　　　　）又は、同等品以上とする。

塗布量、施工方法等はメーカー仕様による。

　１ 接着剤

　２ ビニル床シート

　３ ビニル床タイル

　４ 特殊機能床材

接着剤のホルムアルデヒドの放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

・ビニル幅木 厚さ(mm)：　※１．５　・　　　　　高さ：　※６０　・　　

・帯電防止ビニル床タイル

寸法(mm)：　　※５００ｘ５００ 　　　・　

厚さ(mm)：　　※４．０ 　　　　　　　・　　

帯電性能評価値（JIS A 1455）

・Ｕ値 1.2～3.1 又は帯電圧（JIS L 1023）3kV 未満

・Ｕ値 3.2～5.1 又は漏洩抵抗値（JIS A 1454) 0.1×10 Ω未満

・視覚障害用床タイル

寸法・材質・色等：　（　　　　　　　　　　　　　）

　５ カーペット敷き ・タフテッドカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止タイルカーペットの電気抵抗（Ω）

・弾性ウレタン塗床材：　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

体積抵抗値（JIS K 6911）0.1×10　Ω以下

又は漏えい抵抗値（JIS A 1454）0.1×10　Ω未満

9
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・エポキシ樹脂塗床材：　※薄膜流し展べ仕上げ　　・厚幕流し展べ仕上げ

　６ 合成樹脂塗床

　　　　　　　　　　　　・樹脂モルタル仕上げ　　・防滑仕上げ

　７ フローリング張り

　８ 畳敷き

・塗装：　※ウレタン樹脂ワニス塗りＢ種　・オイルステイン塗り+ワックス塗り

種別：　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

塗装

※塗装品　

・無塗装品

 ※複合

種別

・単層

品名 樹種

※なら

・　　

工法

・フローリングボード１等

・モザイクパーケット１等

・フローリングブロック１等

※複合フローリング
・釘留め工法（Ａ種）

・釘留め工法（Ｃ種）

・接着工法　　　　　

※モルタル埋込み工法

・釘留め工法　　　　

・接着工法　　　　　

種別

※第一種

・第二種

色柄

※無地

・柄物

パイルの形状

※ループパイル

・カットパイル

寸法 総厚さ(mm)

※５００角

・　　　　

※６．５

・　　　

色柄

※無地

・柄物

工法

・グリッパー工法

※全面接着工法　※５～７mm　・　　　　　

※４～６mm　・　　　　　

パイル長

※カットパイル

・ループパイル

パイルの形状

寸法

・４５０×４５０

※３００×３００

・　　　　　　　

種類

※コンポジションビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル　

半硬質

軟　質

※２．０

・３．０

・　　　

厚さ(mm)

色柄 厚さ(mm) 継目

※溶接　

・突付け

種類 備考

・２．５

※２．０※柄物

・無地※ＦＳ

・ＨＳ

　９ せっこうボード,

　　 その他のボード

　　 及び合板張り

１０ 壁紙張り

１１ 断熱材

・遮音シール材：　※アクリル系シーリング材　　・ジョイントセメント

・せっこうボードの目地工法：　※継目処理　　・突付け　　・目透し

品質：　JIS A 6921による。

防火性能の級別：　※１級　・　

　１ フリーアクセス

　　 フロア

　２ 可動間仕切

　３ 移動間仕切

構造形式：　※スタッド式　・パネル式　・スタッドパネル式

スタッドの材質：　※スチール　　・アルミニウム

パネルの材質：　※スチール系　　・ガラス系　　・アルミニウム系　　・樹脂系

表面仕上げ：　　※焼付け塗装　　・壁紙張り

遮音性（透過損失）：　※15dB　　・30dB　　・36dB

　４ トイレブース

操作方法：　※手動式　・電動式　・部分電動式

スタッドの材質：　※スチール　　・アルミニウム

パネルの材質：　※スチール系　　・ガラス系　　・アルミニウム系　　・樹脂系

表面仕上げ：　　※焼付け塗装　　・壁紙張り

遮音性（透過損失）：　※一般タイプ（36dB未満）　　・遮音タイプ（36dB以上）

パネル表面材：　※メラミン樹脂化粧板    　・ポリエステル樹脂化粧板

幅木：　　　　　※あり（ステンレス製）  　・無し（支柱）

扉小口の材質：　※ステンレス製　　　　　　・アルミニウム製

その他、製造所仕様による

　６ 黒板及び

　５ 階段滑止め

　　 ホワイトボード

材種：　※黒板　　　・ホワイトボード

仕様：　※ステンレス SUS304製　タイヤ入り(両端フラットエンド付）幅35mm

黒板は焼付け黒板で色は緑とし、JIS S 6007によるものとする。

ホワイトボードは、全国黒板工業連盟の「品質管理マーク」を表示しているものとする。

　７ 表示 ガラス衝突防止表示：　※設ける（アルミニウム製）　　　・設けない

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状などは、設計図書による。

　８ 煙突ライニング

　９ ブラインド

安全使用温度：　　※４００℃　　・６５０℃

ヘッドボックス、ボトムレールの材種：　※アルミニウム合金製　　　・鋼製

１０ ロールスクリーン 操作方法：　※コード式（チェーン式）　　・スプリング式　　・電動式

スクリーンの柄等：　※無地　　・柄物　　・すだれ調　　・遮光

厚さ(mm)

壁

天井

材料 種類

　・せっこうボード

　・防水せっこうボード

　・化粧せっこうボード

　・天然木化粧合板

　・特殊加工化粧合板

　・けい酸カルシウム板

　・木毛セメント板

　・木片セメント板

　・ロックウール吸音材

　・グラスウール吸音材

　・繊維板

　・パーティクルボード

　・トラバーチン模様

　・木目模様

　・普通

　・ロックウール化粧吸音板

　・立体模様

　・なら　・　

　・メラミン化粧合板

　・ポリエステル化粧合板

　・硬質 ・普通

　・硬質 ・普通

　※ボード ・フェルト

　※ボード ・フェルト

　・硬質 ・軟質 ・ＭＤＦ

　・単板 ・化粧

　・普通　・化粧　・穴あき

　・9.5　※12.5

　※9.5（不燃）

　※9.5（準不燃）

　※9　・12

　※12　・15　・19

　※4.2　　・6.0

　※4.0　　・　

　※4.0　　・　

　※6 ・8 ・10 ・12

　・15　・20　・30

　・　

　※25　　・50

　※25　　・50

　・　

　・　

　・9.5　※12.5

　※9.5　・12.5

材料

　・ポリスチレン

　　フォーム保温材

　・硬質ウレタン

　　フォーム断熱材

施工箇所 厚さ(mm)

　※25

　・ 

種類 品質

JIS A 9511

JIS A 9526建具周囲補修

　※25

JIS A 9521

　※現場発泡（A種1)

　※押出法（2種b）

　・ビーズ法

　・支柱一体

　※パネル構法

　※支柱分離

　施工箇所

　構法

　仕上げ高さ

　寸法

　材質

　水平震度

　耐荷重

　表面材料

　・溝構法

　※50mm程度　　　　　・100mm程度　　 　　・150mm程度

　※500×500　　　　　・600×600　　　　　・450×450

　※1.0Ｇ　　　　 　　・0.6Ｇ

　※3000Ｎ　　　　　　・5000Ｎ

　※タイルカーペット　・帯電防止床タイル

　・樹脂製　　　　　　・スチール製　　　　・アルミダイカスト製

開閉方式

スラット幅(mm)

※２本操作コード方式　

※２５　

※８０　

・１００

スラット形式

※横型

・縦型

※ギヤー式　・コード式

※１本操作コード方式　・アルミニウム合金

・クロス　　　　　

※アルミニウム合金

・両開き

※片開き

１１ カーテン及び

　　 カーテンレール

１２ 点検口

１３ 防煙垂れ壁

カーテンレールの材種：　※アルミニウム合金　　・ステンレス

・天井点検口

・床下点検口

・固定式

・可動式

降下機構：　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

品質・規格：（財）日本建築センターの防災性能評定品

１４ 耐震スリット

１５ フェンス

１６ 門扉

スリット形状：　※全貫通型　　 　 ・　

耐火性能：　　　・耐火型　　  　　・非耐火型

スリット幅：　　・（　　　　）mm

・メッシュフェンス　　・格子フェンス

施工箇所：　※図示による　　　・（　　　　　　　）

仕様：　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）又は同等品以上とする。

小型門扉：　・メッシュフェンス型　　・格子フェンス型

施工箇所：　※図示による　　　・（　　　　　　　）

仕様：　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）又は同等品以上とする。

大型門扉：　・アコーディオン型　　　・引戸型

可動方法：　※レール式　　　　・キャスター式

施工箇所：　※図示による　　　・（　　　　　　　）

仕様：　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）又は同等品以上とする。

１７ 自転車置場

１８ サイクルラック

１９ シェルター

施工箇所：　　※図示による　　　・（　　　　　　　）

柱梁の材質：　・アルミニウム　　※スチール

屋根の材質：　・ポリカボネード　　・アルミニウム　　・ガルバニュウム鋼板

仕様：　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）又は同等品以上とする。

施工箇所：　　※図示による　　　・（　　　　　　　）

材質：　　　　・アルミニウム　　・スチール　　※ステンレス

タイプ：　　　※前輪固定式　　・スライド式　　・２段式

施工箇所：　　※図示による　　　・（　　　　　　　）

柱梁の材質：　・アルミニウム　　※スチール

屋根の材質：　・ポリカボネード　　・アルミニウム　　・ガルバニュウム鋼板

仕様：　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）又は同等品以上とする。

２０ 車止め柵

２１ 誘導用及び

　　 注意喚起用床材

屋内：　※塩化ビニール製　　・磁器又はせっ器質タイル

屋外：　※磁器又はせっ器質タイル　・レジンコンクリート製

突起の形状・寸法及び配列はJIS T 9251による。

形式 材質 柱径(mm)

　※上下式鎖内蔵型

（※標準品　・スプリング式）

　・固定式

※ステンレス製（鎖共）

・　　　　　　　　　　

※φ７６．３

・ 　　　　　

形式

・垂直降下式 ※不燃布（不燃認定品）

・　　　　　　　　　　

材質

※５００

・　　　

・回転降下式 ・鋼板製　　・アルミ製※５００

　ガイドレール

　　※固定式（壁埋込型）

　　・可動式（天井収納型）

　（巻取り型）

※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス

材質 厚さ(mm)

※６．８

・　　　

高さ(mm)

※５００

・　　　

備考

アルミ製枠付

材種

※４５０角

・６００角

・　　　　

寸法 形式

※一般形　　

・密閉形　　

・結露防止型

※屋内用　

・屋内外用

・鋼製（防錆処理）

・ステンレス製　　

※アルミニウム製　

・鋳鉄製　　　　　

枠形状

・密閉形

※一般形 ・額縁タイプ

・目地タイプ

内枠のみ額縁タイプ

形式

※アルミニウム製

・　　　　　　　

材種 寸法

※４５０角

・６００角

・　　　　

施工箇所 きれ地

ドレープ

暗幕

レース

品質等 ひだの種別

※つまひだ

・片ひだ　

※つまひだ

・片ひだ　

・片引き

・引分け

形式 装置

※なし

※ひも

・電動

・ひも

・片引き

・引分け

※無地

・柄物

※遮光１級

　１ 排水管材料

　２ 排水桝及びふた

　１ 路床安定処理

・鋳鉄製マンホールふた

・グレーチング

 枠固定：　※クリップ止め　・ボルト止め　・なし

・適用する　　※適用しない

添加材料　　※普通ポルトランドセメント　　・　

　２ 路床の試験

　３ 路盤の厚さ

・路床土の支持力比試験

・路床締固め度の試験

（※乱した土　　・乱さない土）

下記以外の路盤の厚さは下記による。

車道部

アスファルト舗装　　　　　　　　・100　※150　・250　・350

カラー舗装　　　　　　　　　　　・100　※150　・250　・350

排水性アスファルト舗装　　　　　・100　※150　・250

インターロッキングブロック舗装　・100　※150　・250

　４ 路盤材料

　５ アスファルト舗装

透水性アスファルト舗装：　※クラッシャランC-40 又はクラッシャランスラグCS-40

上記以外の舗装：　　　　　※再生クラッシャランRC-40

　　　　　　　　　　　　　・クラッシャランC-40 又はクラッシャランスラグCS-40

構成及び厚さは次による。

車道部の基層：　・あり（３０）　表層５０　　※なし　表層３０

カラー舗装の種類：　※着色した加熱アスファルト混合物

　　　　　　　　　　・着色舗装又は樹脂系混合物　　・樹脂系舗装

アスファルトの材料：　※再生アスファルト　　・スレートアスファルト

加熱アスファルト混合物の種類（表層）：　※密粒度（１３）　・細粒度（１３）

シールコート：　　　　　　　　　　※行わない　　・行う

アスファルト混合物等の抽出試験：　※行わない　　・行う

　６ コンクリート舗装

　７ ブロック系舗装

　８ 砂利敷き

構成及び厚さは、（表２２．５．１）による。

溶接金網敷き：　※行う　　・行わない

形状及び寸法：　※径6mm　網目寸法100×100　・径6mm　網目寸法150×150

インターロッキングブロック舗装

種類（通路）：　ＲＣ－４０ ４５mmの上 砂利２５mm

　　（建物周囲）：　砂利４５mm

　１ 植栽基盤

　２ 材料

　３ 支柱材

　４ 芝張り

植栽基盤整備工法：　※適用する　　　・適用しない

樹木：　　　　　　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

芝及び地被類：　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

植込み用土：　・客土　　※現場発生土の良質土

土壌改良材：　・適用する　（施工箇所　　　　　　　　　　　　）

※杉の焼き丸太（間伐材）　　　・真竹

防腐処理方法：　※加圧式防腐処理丸太材　　・処理なし　

材料：　　　　　※こうらい芝の類　　・野芝の類

工法（平地）：　※目地張り　　・べた張り

　　（法面）：　・目地張り　　※べた張り

　５ 屋上緑化システム

　６ 屋上緑化軽量

　　 システム

土壌層の厚さ：　・6cm　・15cm　・30cm

排水層：　・軽量骨材　　・板状成形品

植込み用土：　　・人工軽量土　　※改良土

製作所の仕様による。

種類 厚さ（mm）

※標準ブロック　・透水ブロック

・植生ブロック　　　　　　　　

※６０（歩道部）・８０（車道部）  

※８０ 　　　 　・１００　　　　　

 ※受枠付

 ・

 ・歩行用　

 ・T-2

 ・T-6

 ・T-14

 ・T-20

※細目　

※普通目

・細目　

上面形状

※平型　

※凹凸型

・凹凸型

材 質 形 式 適用荷重 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

 ※鋼製（亜鉛めっき）

 ・ステンレス製

・水封形

種類 適用荷重 適用部位

※T-6　・T-20

※T-2　・T-6 

※T-2　・T-6 

雨水桝

湧水槽

汚水・雑排水槽

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパー・パッキン式）

　・遠心力鉄筋コンクリート管

　※硬質塩化ビニル管

※外圧管(1種)

※ＶＰ ・ＶＵ

　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

※ＲＳ-ＶＵ

※ソケット管Ｂ形のゴム接合

・ＤＶ　　

・ＶＵ継手

特 記 仕 様 書 ( 3 )

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

EV-03

（ 第 ２ 期 ）

２０２２．１



1020 10201200

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/50

A3:1/71

8

5

0

4

0

0

ス

チ

ー

ル

ラ

ッ

ク

ス

チ

ー

ル

ラ

ッ

ク

作

業

台

作

業

台

廊下

2

1

6

0

X1900×Y2050

昇降路内寸

昇降機 ｼｬﾌﾄ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=60

間仕切壁

LGS

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼t=2.0

床用EXP.J

外壁用EXP.J

200

壁用EXP.J

2600

収納棚

ｼ

ｽ

ﾃ

ﾑ

ｷ

ｯ

ﾁ

ﾝ

L

=

2

1

0

0

I

H

ｺ

ﾝ

ﾛ

冷蔵庫

洗濯パン

新設

1820

４

4500

22002300

2045

275

５

L

G

S

耐火被覆 柱t=25

押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=60

竪樋：ｶﾗｰVP φ75

SUS支持金物

65 3110 65

3240

300 450 600 600 600 450 300

3

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

7

5

1

5

0

6

0

0

4

0

5

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

4

0

5

6

0

0

1

5

0

7

5

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

3

0

0

3

0

0

5

3

0

6

0

0

6

0

0

1

5

0

2

5

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

3

0

0

5

1

0

0

2

2

9

0

2

8

1

0

3

2

5

1

6

5

0

3

0

6

0

6

5

300450600600600450300

3240

65311065

SUS支持金物

竪樋：ｶﾗｰVP φ75

押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=60

耐火被覆 柱t=25

1

0

2

0

0

7

5

0

0

L

G

S

５

外壁用EXP.J

600140275

2045

2300 2200

4500

４

1820

2600

壁用EXP.J

200

外壁用EXP.J

床用EXP.J

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

LGS

間仕切壁

押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=60

Y2

Y1

昇降機 ｼｬﾌﾄ

昇降路内寸

X1900×Y2050

2

1

6

0

Ａ

廊下

ロ

ッ

カ

ー

ロ

ッ

カ

ー

戸

棚

1079

美術

準備室

1

0

0

0

8

5

0

既設ﾓﾆﾀｰ

調理準備室

調理教室

美術教室

普通教室

給気ｶﾞﾗﾘ

深型SUSφ200

Ａ

Y1

Y2

7

5

0

0

1

0

2

0

0

2

8

1

0

2

2

9

0

5

1

0

0

保健室

3

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

2

5

0

1

5

0

6

0

0

6

0

0

5

3

0

3

0

0

6

5

3

0

6

0

1

6

5

0

3

2

5

1/50 1/50

２ 階  平 面 詳 細 図１ 階  平 面 詳 細 図

X2X1

X2X1

1

0

0

0

1

0

0

0

1460

140 600

外壁用EXP.J

増 築  １ ・ ２ 階 　 平 面 詳 細 図

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

EV-04

7

5

7

5

7

5

7

5

1200 10201020

（ 第 ２ 期 ）

1

0

4

5

ｽ

ﾊ

ﾟ

ﾝ

ﾄ

ﾞ

ﾚ

ﾙ

1250

空

調

配

管

空調室外機

防水形弾性複層塗材 E

防水形弾性複層塗材 E

２０２２．１



特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/50

A3:1/71

1/50 1/50

３ 階  平 面 詳 細 図 Ｒ 階  平 面 詳 細 図

2

1

6

0

X1900×Y2050

昇降路内寸

昇降機 ｼｬﾌﾄ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=60

間仕切壁

LGS

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼t=2.0

床用EXP.J

外壁用EXP.J

200

壁用EXP.J

2600

1820

275140 600

外壁用EXP.J

耐火被覆 柱t=25

押出成形ｾﾒﾝﾄ板t=60

竪樋：ｶﾗｰVP φ75

SUS支持金物

65 3110 65

3240

300 450 600 600 600 450 300

3

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

7

5

1

5

0

6

0

0

4

0

5

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

4

0

5

6

0

0

1

5

0

7

5

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

3

0

0

3

0

0

5

3

0

6

0

0

6

0

0

1

5

0

2

5

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

3

0

0

5

1

0

0

2

2

9

0

2

8

1

0

3

2

5

1

6

5

0

3

0

6

0

6

5

300450600600600450300

3240

65311065

Y2

Y1

ＡＡ

Y1

Y2

2

8

1

0

2

2

9

0

5

1

0

0

3

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

6

0

0

2

5

0

1

5

0

6

0

0

6

0

0

5

3

0

3

0

0

6

5

3

0

6

0

1

6

5

0

3

2

5

4

0

0

8

5

0

2

4

5

0

2

0

0

鋳鉄製ｺｰﾅｰﾄﾞﾚﾝ 75φ用

塩ビ集水桝 75φ用

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管

ｱﾙﾐ笠木 W=275

塗膜防水 X-1

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ

換気扇(設備工事)

7

5

0

0

7

5

0

0

1

0

2

0

0

1

0

2

0

0

４

4500

22002300

５ ５

2300 2200

4500

４

屋根EXP.J 詳細図

1/20 1/20 1/20

壁EXP.J 詳細図天井EXP.J 詳細図床EXP.J 詳細図

X1 X2 X1 X2

1

0

0

0

救

助

袋

300

650

×

2

5

0

150

1

8

5

150

SUS t=1.5 HL

屋根用EXP.J

耐火帯 W=150

1時間耐火

3

2

0

2

0

0

ﾊ

ﾟ

ﾗ

ﾍ

ﾟ

ｯ

ﾄ

増

打

ち

1-D13

D10＠200

金属ｱﾝｶｰ

550

235150165

Ａ

Y1

3

0

1

5

0

75

1

5

0

500

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0

Ａ

150

310

耐火帯 W=150

1時間耐火

既設地中梁

300

650

×

天井用EXP.J

塩ビ廻り縁

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

LGS

LGS

7

5

7

5

140 600

Ａ

外壁用EXP.J

押出形成ｾﾒﾝﾄ板

防水形弾性複層塗材 E

L

G

S

内壁用EXP.J

耐火帯 W=150

1時間耐火

1

5

0

RC壁新設

5

5

0

増 築  ３ ・ Ｒ 階 　 平 面 詳 細 図

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

EV-05

7

5

7

5

1020 1200 1020

（ 第 ２ 期 ）

新

設

２０２２．１

屋根用EXP.J

SUS t=1.5 HL

床用ｽﾃﾝﾚｽ製 EXP.J

防水形弾性複層塗材 E



特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/５０

A3:1/70

エ レ ベ ー タ ー 設 置 工 事

エ レ ベ ー タ ー 増 築 部 　 矩 計 図

松 阪 市 立 嬉 野 中 学 校 校 舎 大 規 模 改 造 工 事

EV-06

2

7

0

0

6

5

0

オ

ー

バ

ー

ヘ

ッ

ド

7500

7500

1

5

0

2

0

900

300

×

300

650

×

300

650

×

300

650

×

Ａ

▼RSL(水下)

▼ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

1

0

0

2

0

0

9

0

0

3

0

0

5

0

1

5

0

1

2

0

0

▼3FL

▼2FL

▼1FL

▼GL

1

1

3

5

0

3

5

0

3

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

5

0

0

PBt=12.5下地

硅酸ｶﾙｼｭｰﾑ板t=6 EP 目ｽｶｼ

外壁:押出し成形ｾﾒﾝﾄ板 縦張りｔ=60

▽2FL

▽2F梁天

柱：耐火被覆ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t=25

（耐火1時間）

特定防火設備(遮煙機能付戸)

LGS

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ 

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0

ｿﾌﾄ巾木 H=100

塩ビ廻り縁

制御盤

LGS

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ

ｱﾙﾐ水切 巾200

900 900

▽1FL

1

5

0

3

0

2

5

0

7

3

0

ﾋ

ﾟ

ｯ

ﾄ

深

さ

1

2

5

0

35

60

▽RF梁天(水上)

22902810

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾃﾞｯｷ山上 80

溶接金網6φ-150×150

QLデッキ t=1.2 H=50

65 3060 1975

△RF梁天(水下)

▽3FL

▽3F梁天

ｱﾙﾐ笠木 W275

2

5

0

梁：耐火被覆ﾛｯｸｳｰﾙ吹付t=25

（耐火1時間）

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-1

LGS

Y1Y2

間仕切壁

押出し成形ｾﾒﾝﾄ板 縦張りｔ=60

床用EXP.J

1時間

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

1時間

天井用EXP.J

壁用EXP.J

床用EXP.J

150

975150

150

柱

壁

芯

1000

3

2

0

0

2

4

0

0

2

7

0

0

2

4

0

0

2

4

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

2

7

0

0

屋根用EXP.J

SUS t=1.5 HL

耐火帯 W=150

1

4

5

0

1

1

5

5

0

3

8

4

0

6

5

0

5

5

0

2

5

0

3

5

0

0

3

6

6

0

5

5

0

3

5

0

0

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

1

0

0

1

6

0

1

6

0

Ａ

1/50

増 築 矩 計 図

9

0

0

5

0

5

0

9

0

0

1

5

0

5

0

1

5

0

3

0

0

3

5

0

4

4

0

1

8

5

3

2

0

0

150

不燃断熱材吹付t=30

不燃断熱材吹付t=30

天井点検口

1

0

0

▼ＫＢＭ

3

1

0

▼地盤調査ＫＢＭ

9

0

4

1

0

2

1

5

3

0

0

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ増し打ち

Ａ

1000

柱

壁

芯

Ａ

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

1

1

3

5

0

▼GL

▼1FL

▼2FL

▼3FL

150

8

6

0

9

0

0

1

0

0

9

0

0

1

2

0

0

1

5

0

5

0

3

0

0

9

0

0

2

0

0

1

0

0

5

0

5

0

9

0

0

1000

600

600

150

100

120

×

650

300

×

650

300

×

650

300

×

300

900

▼ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

▼RSL(水下)

8

6

0

9

0

0

1

0

0

9

0

0

5

7

0

2

0

545

8

6

0

9

0

0

1

0

0

9

0

0

2

4

0

3

5

0

1

5

0

7500

7500

既設ﾓﾙﾀﾙ ﾊﾂﾘ

既設ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

枠・額縁共

ｺﾝｸﾘｰﾄ腰壁 撤去

ｱﾙﾐ笠木 撤去

庇ﾓﾙﾀﾙ撤去

庇立下り撤去

既設ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

枠・額縁共

ｱﾙﾐ水切りt=2

撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ腰壁 撤去

庇撤去

庇撤去

既設ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

枠・額縁共

ｱﾙﾐ水切りt=2

撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ腰壁 撤去

犬走撤去

1/50

現 況 撤 去 矩 計 図

150

2

1

5

3

0

0

120 150 150

1-D13

D10＠200

金属ｱﾝｶｰ

5

1

5

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部 詳細図 1/20

（ 第 ２ 期 ）

1

0

5

0

1

2

0

0

ＡＷ

縦辷り出しｱﾙﾐｻｯｼ

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ

3階：垂直式救助袋設置開口部

(800)

有

効

開

口

下

端

ま

で

1

2

0

0

以

下

1

2

0

0

1100

1

0

5

0

1・3

13A

有

効

1

2

0

0

以

上

有効750以上

1460

防水形弾性複層塗材 E

２０２２．１



仕

特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

エレベーター仕様要項

分

類

か

ご

室

仕

様

そ

の

他

仕

様

基

本

仕

様

そ

の

他

基

本

様

乗

場

仕

様

エレベーター仕様要項

分

類

仕様項目

機種名称

機種形名

用途

制御方式

操作方式

積載量

定員

定格速度

戸閉方式

出入口幅

出入口高さ

かご室サイズ（内法間口）

かご室サイズ（内法奥行）

かご室サイズ（内法高さ）

出入口方式

正面側停止数

動力用電源

照明用電源

耐震設計施工指針耐震クラス

公共建築工事標準仕様　適用年版

出入口幅特殊（乗場）

出入口幅特殊（かご）

敷居間隔

ドアセンサー機能

車いす仕様

視覚障がい者対応仕様

乗場視覚障がい者用注意名板（追加分）

地震時管制運転方式

停電時自動着床装置

かご呼び取消し機能

乗場三方枠

乗場戸

乗場敷居

乗場インジケーター

休止灯

車いす専用乗場ボタンプレート

車いす専用乗場ボタン

乗場インジ一体形ボタン

乗場休止スイッチ

０１号機

機械室レスエレベーター

Ｐ１１－ＣＯ－６０

乗用

可変電圧可変周波数制御（回生なし）

乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

７５０ｋｇ

１１名

６０ｍ／ｍｉｎ

２枚戸両引き（ＣＯ）

９００ｍｍ

２１００ｍｍ

１４００ｍｍ

１３５０ｍｍ

２２８０ｍｍ

一方向出入口

３停止（１－３階）

ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

クラスＡ１４

平成３１年版

３箇所

１箇所

１０ｍｍ

多光軸ドアセンサ

あり（制御機能）

あり

２（枚）

Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

あり

あり

大枠末広幕板なし　３０１ｍｍ～６００ｍｍ　ステンレスヘアライン

（１－３階）

鋼板塗装（メーカー標準色）仕上（１－３階）

アルミ製（１－３階）

一体セグメントＬＥＤ　ステンレスヘアライン（１－３階）

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ（１－３階）

あり

一般用乗場ボタンプレート一体形　ステンレスヘアライン仕上

（１－３階）

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ（１－３階）

乗場インジ・ボタン組込

仕様項目

天井

かご室壁・戸

袖壁・出入口柱

かご床

巾木

かご室敷居

かご操作盤タイプ

かご操作盤プレート材質・仕上

かごボタン

インターホン乱用防止カバー

正操作盤インジケータータイプ

かご操作盤液晶表示言語

車いす専用かご操作盤

車いす専用かご操作盤インジケータータイプ

車いす専用かごボタン

車いす用インターホン乱用防止カバー

かご室換気

かご室手すり

かご室鏡

キックプレート

壁保護幕

床保護マット

挟まれ防止ドアセンサ

遮煙機能

点字名板取付方法

インターホン呼び出しボタン応答灯

（聴覚障がい者対応仕様）

発音式かごボタン

発音式乗場ボタン

おもり非常止め

火災時管制運転方式

インターホン型式

かご内アナウンス

かご室スピーカー

高調波対策種類

昇降路防振対策

フェッシャープレート

レール支持方式

煙感知器点検口スイッチ

仮設動力電源 １式　　　 　　　　　　　　　　　　　　　（NANW00891）

０１号機

スタンダード：フラット照明（白色ＬＥＤ）

化粧鋼板

ステンレスヘアライン仕上

アルミ製

樹脂タイル２ｍｍ（標準タイル）

アルミ製

袖壁操作盤

ステンレスヘアライン

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

あり

かご内液晶インジケーター（５．７インチ）　ＣＵＤＯ認定品

２ヵ国語表示（日本語、英語）

両側面に設置　プレート：ステンレスヘアライン仕上　

セグメントＬＥＤ

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

あり

ラインフローファン

丸形ステンレス　二面取付（両側面）

ステンレス鏡面枠なし（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ）

ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

あり（磁石式）

あり

あり

大臣認定品　２枚戸両引き用（１－３階）

接着

あり

あり

あり

なし

火報信号連動式

６Ｖ１局

かご内音声合成アナウンス

あり

ＡＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）

あり

エレベーター手配（２－３階）

１フロア１ブラケット

あり

２．

No.01号機

除外工事事項

１．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタ

ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

2

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）

鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事

鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事

鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および

乗場出入口廻りの耐火処理工事

各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事

乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム

の設置工事（　　　ｋＮ）／台　２０

通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か

ら１２５ｍｍ以下）

ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）

ピット床下部使用の場合の建築対策工事

ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事

段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）

固体・空気伝播対策工事（必要な場合）

その他建築に関する工事

１０．

１１．

１２．

１３．

１４．

建築工事関係

設備工事関係

動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×１０本）／台

火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災

感知器または、煙感知器の設置工事

エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

最寄の電話中継盤まで）

建設設備連動に必要な接点供給工事

ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ

と）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検

口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開

いた時にはエレベーターを停止させる必要がある

かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管

配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）

・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路

制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）

昇降路の換気設備工事（平成１２年建設省告示１４１３号

第１第三号ニにより昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要

があります）

発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／　台）

　１１００　　１

エレベーター据付工事用の仮設電源を建築より供給とする

場合、本設の電源仕様と同じ三相２００Ｖ、または、単相

２００Ｖ、７．５ＫＶＡ以上、ブレーカー容量５０Ａ以上

１０．

１１．

１２．

の電源仕様とする

注 意 事 項

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

由しないこと）

１．

２．

降路頂部まで）にわたり確保のこと

昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと

2

電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因

　　　により氷結・結露しないこと

　　　となるような塵及び化学的有害ガスがないこと

屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（ひさ

し・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう

昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

に願います

（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）

遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ

以下とすること

換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズ

により、他の設備が影響を受ける恐れがあります

次の対策をお勧めします

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ

　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する

　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する

　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス

　　　　と分離不要）

　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分

　　　離をする

乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後

に施工願います。乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行

うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火する恐れがあ

ります

乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工

事）を行ってください。風圧により乗場の戸が閉まらない

恐れがあります

施工作業時間条件：月曜日～土曜日　８：００～１７：００

ＥＬＥ－Ｑｕｉｃｋは三菱電機ビルテクノサービス（株）

とのメンテナンス契約が必要になります。

１０．

１１．

１２．

１３．

１４．

１５．

１６．

乗場遮煙ドア設置上の条件

外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点

　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。

　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動

　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感

・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，

　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。

・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備

　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）

エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。

管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。

（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）

もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。

２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、

１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。

　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。

　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。

３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。

Ｅ Ｖ 　 特 記 仕 様 書
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特記事項 NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/３０

A3:1/42

No.01

Ｒ２

Ｐ１

Ｒ１

Ｒ３

Ｐ２

Ｒ４

FG1:435x1200

Ｓ波地震感知器

Ｐ波地震感知器

防水モルタルｔ３０

（建築工事）

　　　　　部は

増し打ちコンクリート施工

してください。（建築工事）

F

G

2

:

4

3

5

x

1

2

0

0

FG2:435x1200

630

□

□

560

□

560

630

□

既設 既設

5

0

5

1

2

5

4

4

5

1

1

5

6

8

0

1

4

9

5

1

0

0

3

5

0

1

5

5

2

2
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5
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0
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5
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0

昇

降

路

内

法

か
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外

寸

190 440 440 190

125 125

539 1462 539

115 320 30 2540 30 320 115
昇降路内法

かご外寸

115 445 30 885 445 115

100100

65 65260

1620 1620

3240

3110

2975 1351525

か

ご

芯

お

も

り

芯

▼

柱

芯

▲

柱

芯

▲

柱

芯

▼

柱

芯

5

0

5

1

2

5

4

4

5

1

1

5

1

0

0

8

5

0

1

0

9

0

5

8

5

2

8

5

3

1

5

2

8

1

0

6

5

3

0

6

0

1

9

7

5

1010

5

0

0

かご面先端

かごレール芯

おもりレール芯

▼

柱芯

▼

柱芯

1500

750

（１／３０）

昇降路平面図

（ピット）

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

２８．２ ２７．８ ４９．８ ２３．９

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

８９．５ ７１．６

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

ピット荷重（短期荷重）

レール下端部荷重（長期荷重）

ＡＴｋＶＡ

Ｖ

Ｈｚ

０１

６０

５ ４０

Ｐｉ台数高調波対策内容 機器名称

定格容量

（kVA）

（kVA） 5次

（標準）

○

31 3.4 21.7 25 65

32 1.8 11.5 25 38

動力電源設備（ＣＶＴ電線使用時）

高調波対策（高調波流出電流計算値）

号機名 設備容量

電源電圧

周波数

電動機容量 電源側ＮＦ容量

感度電流値

動作時間

（＊）

電線サイズ

接地線サイズ

ＡＣ３φ２１０

　５．１ｋＷ

ｍＡ以上

秒以上

１００

０．２

ｍまで ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍまで

まで

　５５ 　　８

　９６ 　１４

１４７ 　２２

２

２

２

ｍｍ　３．５

２

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

０１号機

AXIEZ(750kg-60m/min)

ノイズフィルタのみ

（Ki=1.8相当）

ACリアクトル追加

1
6.4 6.4

細分Ｎｏ．

回路分類

合計容量
６パルス

換算係数

（Ｋｉ）

６パルス等価

容量［Ki×Pi］

（kVA）

機器最大

稼働率

（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

7次

41

14.5

11次 13次 17次 19次 23次 25次

8.5 7.7 4.3 3.1 2.6 1.8

7.4 3.4 3.2 1.9 1.7 1.3

電源引込み口（最下階天井付近）

動力用ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

・インターホン用配管配線工事

・火災管制運転用配管配線工事

　自火報より無電圧ａ接点支給

　ＣＰＥＶ－０．９×５Ｐ

・遠隔監視用配管配線工事

　ＰＶＣ－０．６５×４Ｃ

・カゴ上スピーカー用配管配線工事

　ＨＰ１．２ｍｍ×３Ｃ

電源線引出し長さ　天井高さ＋３５００ｍｍ

（電気工事）

部材

記号

ａ

名　称 部　材

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

建築工事

工事区分

Ｌ－６５×６５×６

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

ＮＯ．０１

かご

Fy1

Fy1

Fx1

Fx1

Fx2

Fy2

Fy2

Fx2

（単位：ｋＮ）

Ｆｘ１ Ｆｙ１ Ｆｘ２ Ｆｙ２

　４．６６ 　２．３３ 　７．２９ 　３．６５

おもり

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

No.01

遮煙機能付扉

敷居間隔

ａ
ａ

点検用コンセント１００Ｖ

（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは

別系統のこと）

（電気工事）

電源引込み口

給気ガラリ　ＦＤ付

深型ＳＵＳφ２００

防虫金網付

※雨水が侵入しない様

　に対策してください。

（ＥＶ除外工事）

耐火被覆ｔ２５

（建築工事）

四方のＣＯＮ天端

＝１ＦＬ－３０

給気ガラリ　ＦＤ付

深型ＳＵＳφ２００

防虫金網付

（ＥＶ除外工事）

※雨水が侵入しない様

　に対策してください。

１０ｍｍ

多光軸ドアセンサ

制

御

盤

巻上機

（巻上機）

C1 C1

C2 C2

3
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法

か
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寸

か
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内
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▲

柱

芯

▲

柱

芯

▼

柱

芯

▼

柱

芯

▼

柱芯

▼

柱芯

BG

WG

昇降路内法

かご外寸

かご内寸

出入口幅

おもりレール芯

かご面先端

かごレール芯

か

ご

芯

お

も

り

芯

1525

750

1500

BG

WG

C1：□-250x250

C2：□-200x200

出

入

口

芯

昇降路平面図
（１／３０）

（１階）

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）

４

既設

Ｘ１ Ｘ２

５

Ｙ１

Ａ

既設

Ｙ２

５

Ｘ２

既設

４

Ｘ１

Ｙ１

Ｙ２

Ａ

既設

Ｅ Ｖ  平 面 図 　 ﾋ ﾟ ｯ ﾄ、 １ 階
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2

3

2

0

NO.

SUBJECT

TITLE

SCALE

DATE

architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/３０

A3:1/42

部材

記号

ａ

ｂ

ｃ

ｄ１

ｄ２

ｋ

ｗ

揚重ビームに掛かる荷重

Ｎｏ．０１

Ｑ１（ｋＮ） Ｑ２（ｋＮ） Ｑ３（ｋＮ） Ｑ４（ｋＮ）

１５．４ １５．４ ２８．７ ２１．０

建築工事

建築工事

建築工事

建築工事

建築工事

ＥＶ工事

建築工事

名　称 部　材 工事区分

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

敷居取付材

レールブラケット取付用ファスナー（リブ付）

レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）

揚重ビーム（ビーム残し）

リブ補強材

Ｌ－６５×６５×６

［－１００×５０×５×７．５

ＰＬ－ｔ１２

ＰＬ－ｔ１２

ＰＬ－ｔ１２

Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

ＰＬ－ｔ９

Ｑ１～Ｑ４はＥＶ据付時に作用する

C1：□-250x250

C2：□-200x200

G1：H-250x125（RF）

G2：H-250x125（RF）

B1:H-175x90

   H-300x150（3F）

   H-350x175（2F）

   H-300x150（3F）

   H-350x175（2F）

No.01

敷居間隔

１０ｍｍ

遮煙機能付扉

（建築工事）

耐火被覆ｔ２５

換気扇　ＦＤ付

（３階のみ取付）

防虫金網付（設備工事）

　に対策してください。

※雨水が侵入しない様　

（電気工事）

煙感知器

嵩下げ材　（建築工事）

※３ＦＬ＋３２００まで嵩下げ

嵩下げ材　（建築工事）

耐火被覆ｔ２５

（建築工事）

嵩下げ材　（建築工事）

※３ＦＬ＋３２００まで嵩下げ

嵩下げ材　（建築工事）

※３ＦＬ＋３２００まで嵩下げ
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昇降路内法
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昇降路平面図
（１／３０）

（２、３階）

昇降路平面図
（１／３０）
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0

3

0

3

5

2

5

1

2

5

か

ご

外

法

昇

降

路

内

法

125 125

674 1462 674

2810

35

25

30

30

35

25

かご内法

かご外法

▲

柱

芯

▼

柱

芯

100 100

6565

1620 1620

260

3240

3110

2975 1351525

柱面＝梁面

▲

柱

芯

▲

お

も

り

芯

か

ご

芯

▼

柱

芯

▼

柱面＝梁面

▼

柱芯

▼

柱面＝梁面

1

0

0

9

6

0

7

2

5

2

5

0

6

1

5

5

0

0

7

2

0

8

5

0

1

0

9

0

5

8

5

2

8

5

2

8

1

0

3

1

5

6

5

3

0

6

0

1

9

7

5

かご面先端

おもりレール芯

かごレール芯

No.01

4

1

0

149

740

100

525 620

750

WG

1500BG

149

4

1

0

740

1

0

9

0

8

7

0

8

5

0

4

1

0

6

3

5

7

0

0

1

2

5

▼

柱芯

100

4

1

0

30

35

25

30

125

125

30

（頂部）

※断面Ａ－Ａは別紙による

４

既設

Ｘ１
Ｘ２

５

既設

Ｙ１

Ａ

既設

Ｙ２

ｄ２

ｄ１

ｄ１

ｄ２

Ｅ Ｖ  平 面 図 　 ２ ・ ３ 階 、 頂 部
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architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/５０

A3:1/70

部材

記号

ａ

ｂ

ｃ

ｋ

ｗ

名　称 部　材

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

敷居取付材

レールブラケット取付用ファスナー（リブ付）

レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）

ｄ１

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）ｄ２

揚重ビーム（ビーム残し）

リブ補強材

Ｌ－６５×６５×６

［－１００×５０×５×７．５

ＰＬ－ｔ１２

ＰＬ－ｔ１２

ＰＬ－ｔ１２

Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

ＰＬ－ｔ９

建築工事

建築工事

建築工事

建築工事

建築工事

ＥＶ工事

建築工事

工事区分

煙感知器施工例

210

230

200

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

埋込ﾎﾞｯｸｽ

1

8

0

1

9

0

2

2

0

埋

込

ﾎ

ﾞ

ｯ

ｸ

ｽ

ｶ

ﾊ

ﾞ

ｰ

ﾌ

ﾟ

ﾚ

ｰ

ﾄ

固定ねじ

注意ラベル

貼り付け

煙感知器・点検ボックス（参考例）

カバープレート

スイッチ取付スペース200x90程度

蝶番

A

A

10

煙感知器収容箱

かご投影面に重ならない事

煙感知器

取付板

扉開閉検出スイッチ

蓋は1mm以上浮かないこと

カバープレート

押し込み量：5～6

100以内

矢視A-A

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい。

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・雨水浸入が無い様配慮下さい。

・点検口は右記 として下さい。②① または

① EV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｂ

　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）

② 以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。

　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

電話線配管配線工事（電気工事）

電話中継盤

昇降路断面図
（１／５０）

揚重スペース200以上

フラットデッキの場合

リブ下端位置を示す

嵩下げ材

（建築工事）

天井のある場合は

天井点検口必要

（建築工事）

フェッシャープレートとのすき間

かご床先と

（ＥＶ工事）

フェッシャープレート

制御盤

防水モルタルｔ３０

　（建築工事）

煙感知器（電気

工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・点検口は錠付または工具を必要とするネジ付として下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい

　（

）

３００□以内、鋼板１．６ｔ

昇降行程／２

電源引込み口

（電気工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

　　　　　部は、

増し打ちコンクリート施工

してください。

（建築工事）

昇降路内の温度は４０℃以下とする

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

7

1

.

6

k

N

8

9

.

5

k

N

足場台

（ＥＶ工事）

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

ｄ２

ｃ

ｂ

ａ

ａ

ｃ

ｂ

ａ

ｄ１

ｋ
ｋ

Ｙ１
Ｙ２

850 870 1090

1335

2

5

8

4

5

1

6

3

1

0

0

4

0

0

ｵ

ｰ

ﾊ

ﾞ

ｰ

ﾍ

ｯ

ﾄ

ﾞ

か

ご

機

器

高

さ

頂

部

す

き

ま

1

6

0

1

6

0

1

0

0

3

6

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

3

5

0

0

1

2

5

0

7

0

0

0

3

1

0

0

3

0

1

1

3

5

0

1

0

6

0

0

5

0

0

B1

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

昇

降

行

程

昇

降

路

全

高

昇

降

路

頂

部

の

地

上

高

さ

ﾋ

ﾟ

ｯ

ﾄ

深

さ

2810 315

65 3060

2

1

0

0

2

1

0

0

2

1

0

0

出

入

口

高

さ

出

入

口

高

さ

出

入

口

高

さ

（ＮＯ．０１）

ＲＦ梁天(水上)

ＲＦ梁天(水下)

設計ＧＬ

Ｅ Ｖ 　 矩 計 図
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architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/３０

A3:1/42

（１／３０）昇降路頂部断面図

注）昇降路頂部左右ファスナーは水平同一レベルで施工願います

断面Ａ－Ａ

嵩下げ材

（建築工事）

G2

耐火被覆ｔ２５

（建築工事）

（建築工事）

嵩下げ材

G2

乗場位置表示器

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

点字注意名板

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

ｄ１ ｄ１ｄ２ ｄ２ｋ

B1

ＲＦ梁天（水下）

ＲＦ梁天（水上）

３ＦＬ

４

既設

Ｘ１

５

既設

Ｘ２

５

既設

Ｘ２ Ｘ１ ４

既設

740

1

0

0

3

5

0

0

3

6

0

0

65 65

3240

3110

2975 1351525

3

1

0

0

ｵ

ｰ

ﾊ

ﾞ

ｰ

ﾍ

ｯ

ﾄ

ﾞ

2

0

0

以

上

揚

重

ｽ

ﾍ

ﾟ

ｰ

ｽ

100 100

740

No.01

2

2

1

0

0

2

5

750

90

300 200

1

3

5

2

6

1

.

5

8

0

3

.

5

7

8

5

9

3

8

.

5

1

2

0

0

65 65

1620 1620

3110

3240

135 2975 1525

出

入

口

芯

900

25
25

出入口幅

出

入

口

高

さ

乗場正面図
（１／３０）

（１－３階）

（Ｎｏ．０１号機）

Ｅ Ｖ 　 詳 細 図 ( 1 )
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architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/３０

A3:1/42

部材

記号

ａ

ｂ

名　称 部　材

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

敷居取付材

Ｌ－６５×６５×６

［－１００×５０×５×７．５

建築工事

建築工事

工事区分

C1

C1

C1 C1

No.01

No.01

（１－３階）

ＦＬ－３０

２－３ＦＬ

床仕上面

床仕上面

１ＦＬ

増し打ちコンクリート施工

してください。

（建築工事）

　　　　　部は、

（２－３階）

：ＦＬ－６０（建築工事）

ＦＬ－３０

（１階）

G1

φ50

No.01

G1

C1：□-250x250

G1：H-300x150（3F）

   H-350x175（2F）

X

Ｘ－Ｘ断面

Ｙ１

Ｙ２

Ａ

既設

Ｘ２

５

既設

Ｘ１ ４

既設

Ｙ１

Ｙ２

Ａ

既設

Ｘ２

５

既設

Ｘ１ ４

既設

Ｘ２

５

既設

Ｘ１ ４

既設

Ａ

既設

Ｙ２ Ｙ１

G1

3

1

5

3

0

6

0

1

9

7

5

3

1

5

3

0

6

0

1

9

7

5

1020 1200 1020

65 65

1620 1620

3240

3110

135 2975 1525

ｱﾝｸﾞﾙ開口幅

出

入

口

芯

3

0

3

0

1

5

5

7

0

1020 1200 1020

65 65

1620 1620

3240

3110

135 2975 1525

3

0

3

0

1

5

5

ｱﾝｸﾞﾙ開口幅

出

入

口

芯

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ ａ

ａ

ｂ

ａ

ａ

1020 1020

1620 1620

3240

3110

135 2975 1525

出

入

口

芯

２－３ＦＬ

床仕上面

750

壁

芯

壁

芯

床仕上面

１ＦＬ

3

0

1

0

0

0

2

2

0

0

3

0

600 600

注）・開口寸法は、壁厚６０ｍｍ、壁仕上１００ｍｍの場合を示す

　　・壁仕上：石貼、タイル、直打の場合は別途打合せのこと

　　（異なる場合は確認のこと）

X

80

7

4

5

8

3

8

.

5

出

入

口

芯

750

3

0

3

0

1

2

5

0

ﾋ

ﾟ

ｯ

ﾄ

深

さ

350x810

FG1:

350 170

30

155

15

30

30

1

6

0

315

1975 3060

3

0

1

3

0

壁

芯

30

70

6

0

225

2

7

0

3

0

2

2

0

0

　（建築工事）

　防水モルタルｔ３０

ｱ

ﾝ

ｸ

ﾞ

ﾙ

開

口

高

さ

ｱ

ﾝ

ｸ

ﾞ

ﾙ

開

口

高

さ

155

65

65

2

2

5

ｱﾝｸﾞﾙ開口幅

1200

155

30

壁仕上面穴明図

昇降路穴あけ図
（１／３０）

昇降路穴あけ図 （１／３０）

（１／３０）

乗場穴あけ図

Ｅ Ｖ 　 詳 細 図 ( 2 )
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architects design office

小 林  康 弘
知事登録  第1-1556号 PHONE 0598-56-9666            

FAX 0598-56-9667            

管理建築士第198323号〒515-2101三重県松阪市星合町2198-2

小 林 設 計株式

会社

１/２０

A3:1/28

天井

鋼板塗装仕上

照明

乳白色樹脂照明板

ＬＥＤ照明（白色）

６Ｖ １０Ｗ×１灯
停電灯

ラインフローファン

換気装置

壁

化粧鋼板

化粧鋼板

化粧鋼板

ステンレスヘアライン仕上

アルミ製

出入口上板

戸

袖壁・柱

巾木

床仕上部

敷居

鏡

樹脂タイル　ｔ２

アルミ製

ステンレス鏡面仕上ｔ２．５

ステンレス製パイプ：ヘアライン仕上（C３８）手すり

ステンレスヘアライン仕上：ビス無

あり（磁石式）

あり

キックプレート

保護幕

床マット

ブラケット：アルミダイカスト（銀色塗装）

（１／２０）

かご室意匠図

意匠仕様

かご室正面図（Ａ－Ａ断面） かご室側面図（Ｂ－Ｂ断面） かご室背面図（Ｃ－Ｃ断面）

かご室平面図 天井伏図

挟まれ防止ドアセンサ

Ａ

Ｃ

手すり

鏡

正操作盤

車いす用

副操作盤

車いす用

手すり

かご操作盤

正操作盤

車いす用

インジケーター

かご操作盤

副操作盤

車いす用

キックプレート

巾木

挟まれ防止ドアセンサ投光器

アクリル樹脂（黒色）

手すり

副操作盤

車いす用

副操作盤

車いす用

正操作盤

車いす用

挟まれ防止ドアセンサ

受光器

Ａ

Ｃ

Ｂ

ヘ

ア

ラ

イ

ン

方

向

900

出入口幅

※多光軸ｾﾝｻｰ

鏡

2

1

0

0

1

8

0

2

2

8

0

天

井

高

さ

出

入

口

有

効

高

さ

250

8

0

0

85

235

7

5

2

5

0

9

0

0

2

5

570

5

0

0

1

4

0

0

700 700

6

7

5

6

7

5

900

6

0

5

5

6

7

5

6

7

5

1

1

5

1

3

5

0

3

0

1

4

9

5

かご内寸

出入口幅

か

ご

外

寸

か

ご

内

寸

1462

1400

31
31

1400

1

5

6

7

5

1

3

5

0

かご内寸

か

ご

内

寸

1

5

30
30

5

9

8

598

Ｂ

Ｅ Ｖ 　 展 開 図
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